
創部初　平田・岩田ペア関東へ！創部初　平田・岩田ペア関東へ！

臥薪嘗胆に応援を臥薪嘗胆に応援を
会長　八巻達也会長　八巻達也

「継続」してきたことを大切に「継続」してきたことを大切に
校長　直理賀一校長　直理賀一

　今年度 540
名の新入生が、
入学しました。
１年生のクラブ
加入率は83％、
全体でも 81％
と学習とクラブの両立をする生
徒が増え、今まで以上に活気が
あります。全国・関東大会が行
われる事でモチベーションも上
がり、「結果」を求めたくなり
ますが、大切なことは続けてき
た事を評価して（＝褒めて）あ
げることです。
　皆様のご支援は、生徒の「大
きな力」になっています。今年
度も、よろしくお願い致します。
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編集後記
　昨年度は新型コロナウイルスに関する対応として
各大会やコンテストなどが相次いで中止となり、満

足のいく活動が出来ませんでした。コロナウイルス
の終息を祈りつつ、生徒たちの活躍を願っています。
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後援会とは後援会とは
　「在校生の保護者」、「卒業生」及び
「元保護者」「向上高校教職員」を会員
として、向上高等学校におけるクラブ
活動の充実発展のため、皆様から寄せ
られた協力金で、その活動を奨励、支
援するための組織です。
　協力金は、新入生の保護者より１万

円の拠出を得ると共に、会員の皆様か
ら一口 3,000 円の協力金を募り事業
資金とします。主な事業は、関東大会
や全国大会に出場するクラブの援助で
す。
　皆様一人ひとりが、本会の会員です。
何とぞ主旨をご理解の上、ご協力のほ
どよろしくお願いいたします。

WHAT?WHAT?
（向上高等学校後援会規程抜粋）
会　長 八巻 達也（卒業生）
副会長 横山 栄子（卒業生）
副会長 大石 視朗（保護者）
副会長 水谷 正公（教頭）
書　記 森田 武志（元保護者）
書　記 石井 　崇（教職員）
会　計 田中 　修（元保護者）
会　計 竹田 亮介（教職員）
監　事 武　 克之（元保護者）
監　事 武田 俊彦（教職員）
参　与 山口 高史（元保護者）
参　与 能條 恵子（元保護者）
顧　問 直理 賀一（校長）

後援会会計報告

いただいたご支援 有効に

（4）

　昨年度も皆様方からのあ
たたかいご支援、ご協力を
いただきありがとうござい
ました。
　未だ続くコロナ禍で、感
染対策を講じながら、熱心
に活動している生徒たちの
ために、クラブ活動をバッ
クアップしていきたいと考
えております。
　今年度の後援会運営委員
総会は、感染予防策を講じ
て、開催いたしました。
　ここに、承認された令和
２年度決算、令和３年度予
算をご報告いたします。

（役員一同）

協力金をいただいた企業様協力金をいただいた企業様

㈱ミヤダイ中央社
n.g.s ナガセ
㈲湘南マット

　　　　　　　敬称略・順不同

ありがとうございますありがとうございます

WEBページ開設 !WEBページ開設 !

　日頃より後援
会にご協力いた
だき、ありがと
うございます。
　今年度もコロ
ナの影響を受

け、クラブ活動の多くの機会は、
中止・縮小や応援などに制限が
されています。生徒はコロナ禍
の今だからこそできることを真
剣に考え工夫し、それを実行す
ることで、様々な大会で素晴ら
しい成果を上げています。後援
会はクラブ活動の生徒たちに寄
り添った支援をしてまいりま
す。皆様のご理解とご支援をよ
ろしくお願いいたします。　　

１. 収入の部 （単位 ：円）

科　　目 令和２年度予算 令和２年度決算 令和３年度予算 備考

前年度繰越金 6,238,632 6,238,632 11,007,983

協力金　１ 4,680,000 4,680,000 5,400,000 新入生 540 名

協力金　２ 800,000 478,661 800,000 一般協力金

利息 70 62 80

大会補助金 140,000 0 140,000

合計 11,858,702 11,397,355 17,348,063

２. 支出の部 （単位 ：円）

科　　目 令和２年度予算 令和２年度決算 令和３年度予算 備考

生徒後援費 6,000,000 440 6,000,000

通信費 60,000 44,795 60,000 会報発送費等

雑費 250,000 51,639 250,000 お花代、会議費等

印刷費 280,000 286,498 300,000 「がんばれ向上」印刷費等

委託費 500,000 0 500,000 協力金決済フォーム作成等

交通費 60,000 6,000 60,000 役員交通費

小計 7,150,000 389,372 7,170,000

繰越金 4,708,702 11,007,983 10,178,063

合計 11,858,702 11,397,355 17,348,063

　向上高等学校ホームページに後援
会のページを開設いたしました。会
報とともにお楽しみください。

後援会のページはこちら後援会のページはこちら
https://www.kojo.
ac.jp/supporters_
main/

　　ソフトテニス部（女子）の平田美鈴（２年）さん、岩田瑠愛（２年）さんペアは、４月 24・25日の県大会（個ソフトテニス部（女子）の平田美鈴（２年）さん、岩田瑠愛（２年）さんペアは、４月 24・25日の県大会（個
人の部）にて、ベスト 16位になり関東高等学校ソフトテニス大会の出場を決めた。同時に関東ソフトテニス選人の部）にて、ベスト 16位になり関東高等学校ソフトテニス大会の出場を決めた。同時に関東ソフトテニス選
手権大会（一般）の出場権も獲得。創部初の関東出場に歓喜するソフトテニス女子部員たち。今後の活躍も期待手権大会（一般）の出場権も獲得。創部初の関東出場に歓喜するソフトテニス女子部員たち。今後の活躍も期待
される。される。
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　書道部は、８月２日から６日

まで白浜町立総合体育館で開催

される書道部門大会に出場す

る。８月４日、開会式、他県の

参加生徒と作品制作を通じての

交流会。８月５日は、出品作品

の講評会、表彰式を予定。昨年

度はコロナウイルス感染症対策

の為、WEB 総文となった。

　今年度は感染予防策を講じ

て、他校との交流で全国のレベ

ルを体感できそうだ。交流会で

は文鎮に漆を利用した文字制

作、作品と同じ自己紹介を行う。

　今回の出品作品は漢字作品

で清代の能書家が書かれた呉

代の臨書。日本の書道界にも

大きな影響を与えたもの。制

作にはおよそ２ヵ月を要した

作品となった。

全国の舞台で向上魂を披露20212021
和歌山総文和歌山総文
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書道部　わかやま総文で全国レベルを体感！

　新聞委員会は、８月４日から

開催される第 45 回全国高等学

校総合文化祭和歌山大会新聞部

門大会に参加する。昨年はコロ

ナ禍の影響で高知県への生徒派

遣が中止となり、WEBSOUBUN に

なった。その影響で、生徒交流

会や交流新聞の作成は中止。各

校新聞の WEB 上での掲載になっ

た。今年度は、研修取材も含め

て感染対策を講じて、例年通り

に実施される予定。年間紙面審

査の各賞受賞校の発表、表彰が

行われる。本校は予備審査で入

賞校に、上位表彰されることが

期待される。

　現地では交流新聞を作成する

ため和歌山市内の施設や城など

をグループ毎に取材。A4 判両

面での紙面作成となる。

新聞委員会 　和歌山で上位入賞をねらう！

文芸部　　

　文芸部は、６月 20 日に行われ

た関東大会県予選に「青」をテー

マにした短歌を出品。この作品が

入賞し、関東大会（千葉県）へ駒

を進めた。関東大会当日は、特別

講演会や他校との交流や合評会で

感性を磨く。

　関東大会は、８月 20 日に千葉

県松戸市にある聖徳大学で開催さ

れる。関東大会は、今後の作品づ

くりにつながる経験となる。

「青」テーマに短歌で

ラグビー部

　５月 30 日、関東高等学校合同

チーム大会に参加。結果は、１

回戦に第２シードの群馬県と対戦

し 19 − 14、続いて栃木県に 45 −

０快勝し、B ブロック優勝を果た

した。本校から選手６名とセーフ

ティーアシスタント１名の計７名

が神奈川県選抜として参加した。

快進撃でブロック優勝

男子ソフトボール部

　昨年 11 月に、埼玉県で行われ

た全国私学男子ソフトボール大会

関東地区予選を勝ち抜き、全国大

会への出場権を獲得した。しかし、

新型コロナウイルスに関する対応

として、残念ながら全国大会は、

中止となった。

全国への想いを胸に

陸上部

　５月の県高校総体男子やり投げ

に出場した葛西健斗 ( ３年 ) さん

が、５投目にこれまでの自己記録

を約７メートル伸ばし、52 ｍ 54

㎝を投げ、第５位に入賞し、南関

東大会出場を決めた。南関東大会

は神奈川県川崎市にある等々力陸

上競技場で行われた。

やり投げで南関東へ！

レスリング部

　昨年 11 月 15 日に県新人戦が行

われた。１年生の勝又健太郎さん

が出場した 92kg 級で第３位にな

り、今年２月に埼玉県熊谷市で行

われる関東選抜大会出場を決めた

が、コロナ感染対策のため、関東

選抜は中止となった。

新人戦を制し関東へ

水泳部　　

　水泳部は、６月 25 日～ 27 日に

さがみはらグリーンプールにて県

高校総体が開催された。３年生の

大山美帆さんが女子 100 ｍ背泳ぎ

（第５位）、同じく３年生の佐藤珠

弥さんが 800 ｍ自由形（第６位）

に入賞し、関東大会への出場を決

めた。関東大会は７月 21、22 日

に栃木県の日環アリーナで開催さ

れる。この大会の結果で全国大会

への出場が決まる。

２種目が関東へ！

バレーボール部（男子）

　５月８・９日に行われた関東大

会県予選において、バレーボール

部（男子）が第５位となり、５年

ぶり 15 回目の関東大会出場を決

めた。６月３日、埼玉県で行われ

た関東大会では、１回戦を船橋二

和２−０で快勝し、続く２回戦で

は駿台学園０−２で惜敗した。

５年ぶりの関東大会！

チアダンス部

　今年１月「全国高校ダンスドリ

ル冬季大会」で９位、翌月「USA 

Regionals 2021 神奈川予選」を

通過し、３月幕張メッセで開催予

定の「USA Nationals 2021」の出

場権を獲得。大会は、動画提出形

式になり、第 10 位となった。

より高度な技術に挑戦

関東大会出場！関東の場で KOJO パワー全開！！

ご支援をいただいたクラブの結果

　放送部の白井菜々香さん（２

年）は昨年の秋の県予選会（ア

ナウンス部門）で第２位に入賞

し、全国の切符を手にした。昨

年度の高知大会は惜しくも出場

権を失った放送部は、この和歌

山大会出場に１年かけて活動し

てきただけに、喜びはひとしお。

今年の全国大会は、８月４日、

５日。会場は、かつらぎ総合文

化会館でアナウンス部門の他、

３つの部門が審査される。

　また、今年６月の第 68 回

NHK 杯全国高校放送コンテスト

神奈川県内大会で校内放送研究

発表会部門で第２位となり 18

年連続の全国大会出場を決め

た。今年度の NHK 全国大会は感

染予防策としてオンラインでの

参加となる。

放送部 　全総文祭アナウンス部門でリベンジ！ NHK 大会 18 年連続全国へ

和歌山大会に出品する書道部の作品

わかやま総文に出場する白井さん

（中央）と NHK 杯全国出場を決めた

放送部員

力を合わせて力を合わせて
頑張りました頑張りました

最新号のこゆるぎ新聞

こ　ゆ　る　ぎ

２０２１年７月１８日
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リ
ク
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自
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利
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に
つ
い

て
取
り
上
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ま
し
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。
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猿山 広輝猿山 広輝君君

ヒーローを探せ
ヒーローを探せ
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出身中学校出身中学校
　町田市立つくし野中学校
　町田市立つくし野中学校誕生日　誕生日　

　６月 25 日　６月 25 日好きな色 　赤
好きな色 　赤趣味　　　 趣味　　　 　野球（観戦）

　野球（観戦）好きなタレント　
好きなタレント　　出川哲朗　出川哲朗

好きな教科　体育
好きな教科　体育苦手な教科　数学
苦手な教科　数学好きな食べ物　焼肉
好きな食べ物　焼肉

ＤＡＴＡＤＡＴＡ

女
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校
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入
学
し
た
の
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、
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戚

に
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れ
て
硬
式
野
球
部
の
練

文化の祭典 華ひらけ向上魂
文化の祭典 華ひらけ向上魂

わかやま総文　本校からは３クラブが

わかやま総文　本校からは３クラブが

　昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
高
総
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祭
）
で
、

好
成
績
を
残
し
た
放
送
部
、
書
道
部
、
新
聞
委
員
会
が
、
今
年
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に

和
歌
山
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で
行
わ
れ
る
第
45
回
全
国
高
総
文
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（
紀
の
国
わ
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や
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総
文
）
に
出
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す
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全
国
か
ら
集
ま
っ
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仲
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と
も
に
交
流
を

行
う
ほ
か
、
出
品
作
品
の
審
査
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

POEM

アスファルト駆ける
アスファルト駆ける　　　２人分のシルエット
　　　２人分のシルエットポニーテールと
ポニーテールと　　　テンションは高めで
　　　テンションは高めで相槌欲しさに
相槌欲しさに　　　つい喋ってばかりだよ

　　　つい喋ってばかりだよ麦わら帽子を被り直す
麦わら帽子を被り直す　　　フリをして
　　　フリをして夏空の下で夏空の下で　　　光のシャワーを浴びた

　　　光のシャワーを浴びた少し焼けた君に向ける
少し焼けた君に向ける　　　摂氏100度の
　　　摂氏100度の　　　思い込めた熱い視線
　　　思い込めた熱い視線真っ直ぐ前だけを
真っ直ぐ前だけを　　　見つめる君には
　　　見つめる君には　　　届かないみたい
　　　届かないみたい
肩ごしに君を感じて
肩ごしに君を感じて　　　上がる体温
　　　上がる体温じわじわ溶けちゃいそうだ
じわじわ溶けちゃいそうだ反則気味のこの距離に
反則気味のこの距離に　　　言い訳が欲しいよ
　　　言い訳が欲しいよ

「君との夏」
「君との夏」

こんにちは！　今回私が紹介するのは、坂口安吾の『不連続殺人事件』です。この小説は戦後間もない 1947 年に『日本小説』という雑誌に掲載されていたものです。安吾初の推理小説で、連載時には読者に向けて真犯人当ての挑戦状が載っていました。トリックに自信があったのか、なんと自腹で懸賞金を出していました。ちなみに懸賞金の結果は最終回で発表され、４人が完全解答を出しました。この作品はファンの間だけではなく、松本清張などにも高く評価されています。その魅力は人間関係を使ったトリックにあります。　この物語は、名探偵巨勢博士がある財閥の息子から邸に招待されることから始まります。しかし、招待状

は偽物で、まず１人の作家が刺殺されてしまいます。その邸の人々の間には元恋人や元夫婦など乱れた関係があり、互いに憎しみ合っているという状況でした。その後次々と８人が刺殺、絞殺、毒殺、墜死で殺されてしまいます。殺害方法はバラバラで、なぜ殺されたのか一貫した動機が見えません。これが「不連続殺人事件」と呼ばれた理由です。犯人はおろか、殺されるのが誰かもわからないのがこの作品の魅力です。ぜひ、最後まで読んで事件の真相を確かめてみてください。　ご清聴ありがとうございました。

異なる殺害方法で次々と殺される…そのトリックとは？

異なる殺害方法で次々と殺される…そのトリックとは？

「不連続殺人事件」
「不連続殺人事件」坂口安吾／著 新潮社出版

坂口安吾／著 新潮社出版

　今号では、図書委員の會澤さとみさん（Ｔ２ー２）に書評をお願いした。

男ソフ インハイ予選で準優勝
男ソフ インハイ予選で準優勝リベンジ果たせた大会に

リベンジ果たせた大会に

大
会
の
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
た
。

　ま
た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、

６
月
13
日
に
行
わ
れ
た
第
72
回
イ

ン
ハ
イ
県
予
選
の
女
子
学
校
対
抗

で
ベ
ス
ト
16
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
女
子
）
も
関
東
大
会
に
引
き
続

き
団
体
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
を

そ
れ
ぞ
れ
残
し
た
。

　上
位
大
会
に
は
繋
が
ら
な
か
っ

た
が
、
ど
の
ク
ラ
ブ
で
も
全
力
を

出
し
切
っ
た
試
合
と
な
っ
た
。

２回戦 奥秋優月さん（Ｓ３ー５）の決定打

KOJOKOJO  SPORTS & CULTURES
SPORTS & CULTURES

イ
ン
ハ
イ
予
選
お
疲
れ
様

イ
ン
ハ
イ
予
選
お
疲
れ
様

制作者：古賀雪乃さん（Ｓ１ー２）

制作者：古賀雪乃さん（Ｓ１ー２）

　男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
６
月
13

日
、
20
日
に
行
わ
れ
た
イ
ン
ハ
イ
県
予

選
で
、
見
事
準
優
勝
に
輝
い
た
。

　２
回
戦
よ
り
出
場
と
な
っ
た
本
校

は
、
横
須
賀
学
院
高
を
相
手
に
、
２
回

裏
、
飛
鳥
井
大
翔
君
（
Ｓ
２
ー
１
）
の

ラ
イ
ト
前
タ
イ
ム
リ
ー
で
先
制
点
を
奪

う
と
、
４
回
裏
、
片
岡
諒
君
（
Ｓ
３
ー

２
）
と
田
口
大
雅
君
（
Ｓ
３
ー
１
）
の

連
続
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
後
押
し
を
し

て
４
ー
２
で
快
勝
。

　続
く
準
決
勝
で
は
昨
年
の
夏
、
今
年

の
国
民
大
会
と
２
連
敗
し
て
い
る
因
縁

の
相
手
で
あ
る
山
北
高
と
の
対
戦
。
初

回
、
田
口
君
の
ツ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン

な
ど
で
一
挙
４
得
点
を
上
げ
て
勢
い
に

乗
っ
た
本
校
は
、
２
回
で
も
梶
川
健
太

君
（
Ｓ
３
ー
５
）
の
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン

で
突
き
放
し
た
。
守
備
で
は
、
吉
澤
卓

真
君
（
Ｓ
２
ー
１
）
の
好
投
で
相
手
打

線
を
抑
え
、
７
ー
４
で
リ
ベ
ン
ジ
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
決
勝
で

は
連
敗
中
の
光
明
学
園
相
模
原
高
に

０
ー
24
で
大
敗
し
て
し
ま
っ
た
。

　大
会
を
振
り
返
っ
て
、
田
口
君
は
、

「
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
感
じ
ら
れ

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
と
一
歩
の

と
こ
ろ
で
負
け
て
し
ま
う
よ
う
な
相
手

と
接
戦
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
チ
ー
ム
全
体
で
気
を
引
き
締
め
る

こ
と
が
で
き
た
お
か
げ
で
す
」
と
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

（面責任者　谷川）

に
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
も
の
の
、

惜
し
く
も
０
ー
１
で
敗
退
し
た
。

Ｃを選んだあなたは「お金があればあるだけ使ってしまうタイプ」。「今しか買えない」という考えがあるかもしれません。そうやってお金を使っていると大切な時に困るかも。

　今号では、「日本一」を目標に
掲げ、夏の大会でチームを牽引
する硬式野球部エースの猿山広
輝君（Ｂ３ー３）を紹介する。

　猿
山
君
が
野
球
を
始
め
た
の
は

小
学
４
年
生
の
と
き
。
友
人
の
誘

い
で
、
町
田
市
の
少
年
野
球
チ
ー

ム
に
所
属
し
た
。
他
よ
り
も
始
め

た
の
が
遅
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

毎
日
公
園
で
自
主
練
習
を
し
て
い

た
努
力
家
。
そ
の
結
果
、
秋
に
は

レ
ギ
ュ
ラ
ー
（
左
翼
手
）
と
し
て

試
合
に
出
場
し
、
６
年
生
の
大
会

賞状を手にガッツポーズで
賞状を手にガッツポーズで

　
　紀
の
国
わ
か
や
ま
総
文
が
、

「
届
け
よ
う
和
の
心 

若
葉
が
奏
で

る
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、

31
日
か
ら
８
月
６
日
の
七
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
、本
校
か
ら
は
、

放
送
部
、
書
道
部
、
新
聞
委
員
会

の
３
団
体
が
出
場
す
る
。

　放
送
部
か
ら
は
、
白
井
菜
々
香

さ
ん
（
Ｓ
２
ー
１
）
が
ア
ナ
ウ
ン

ス
部
門
で
出
場
。
昨
年
11
月
に
行

わ
れ
た
県
予
選
で
は
、
鎌
倉
市
で

綿
づ
く
り
の
体
験
教
室
を
開
い
て

い
る
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と

め
た
原
稿
を
朗
読
し
、
２
位
で
通

過
。
白
井
さ
ん
は
、「
初
め
て
公

衆
の
前
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
す
る
の

で
緊
張
し
ま
す
が
、
相
手
に
伝
わ

る
よ
う
心
が
け
ま
す
」
と
和
や
か

に
話
し
た
。

　書
道
部
か
ら
は
、
羽
山
和
さ
ん

（
Ｓ
３
ー
２
）
が
出
場
。
昨
年
12

月
に
行
わ
れ
た
高
校
書
道
展
で
教

育
長
賞
（
第
２
席
）
に
輝
い
た
こ

と
で
推
薦
を
受
け
た
。
出
品
作
品

は
「
臨 

徐
三
庚 

天
発
神
讖
碑
」

で
、
文
字
の
か
た
ち
の
正
確
さ
や

迫
力
な
ど
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ

た
。
羽
山
さ
ん
は
、「
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
仲
間
や
作
品
に
刺
激
を

受
け
、
今
後
の
作
品
制
作
に
生
か

し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　新
聞
委
員
会
は
、
全
国
高
等
学

校
年
間
紙
面
審
査
で
上
位
49
校
に

入
賞
し
、
全
国
大
会
へ
出
場
。
こ

こ
で
、
最
優
秀
賞
の
発
表
が
行
わ

れ
る
。
今
回
評
価
さ
れ
る
の
は
、

一
昨
年
の
11
月
か
ら
昨
年
の
10
月

末
ま
で
に
発
行
し
た
す
べ
て
の
新

聞
が
対
象
と
な
る
。

　な
お
放
送
部
は
、
６
月
13
日
に

行
わ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放

送
コ
ン
テ
ス
ト
県
予
選
で
も
、
高

橋
柊
君
（
Ｔ
１
ー
１
）
が
研
究
発

表
部
門
で
２
位
通
過
し
、
26
日
に

行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

こ　ゆ　る　ぎ

２０２１年７月１８日

第２２１号（1）

発行／向上高等学校新聞委員会住所／伊勢原市見附島 411 番地編集責任／松  本  芽  依 技術責任／齊  藤  元  樹発行責任／植  原  大  樹印刷／㈱横浜綜合写真

100人アンケート
100人アンケート

卵黄・牛乳・砂糖のみで
卵黄・牛乳・砂糖のみで

シリーズ　神奈川発の名物④　アイスクリン

シリーズ　神奈川発の名物④　アイスクリン

次回は最終回……生チョコレート
次回は最終回……生チョコレート

　今
号
で
は
、
横
浜
・
馬
車
道
通
り

が
発
祥
と
さ
れ
る「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」

（
現
在
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
）
を
紹

介
す
る
。

　二
度
に
わ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
派

遣
さ
れ
た
町
田
房
造
が
、
文
明
開
化

の
進
む
明
治
２
年
６
月
、
横
浜
の
馬

車
道
通
り
に
「
氷
水
屋
」
を
開
業
。

卵
黄
・
牛
乳
・
砂
糖
の
み
で
作
ら
れ

た
氷
菓
子
「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」
を
製

造
・
販
売
し
た
こ
と
が
、
日
本
の
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
る
。

　現
在
は
、
当
時
の
作
り
方
で
営
業

し
て
い
る
店
舗
は
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
２
０
０
２
年
に
赤
レ
ン

ガ
倉
庫
内
で
開
業
し
た
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ

Ｉ 

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
で
は
、
当
時
販
売
さ

れ
て
い
た
「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」
の
風

味
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
販
売

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
人
気
の
商

品
は
、
カ
ス
タ
ー
ド
風
味
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
に
モ
ナ
カ
を
か
ぶ
せ
た

「
で
き
た
て
横
濱
馬
車
道
あ
い
す
カ

ス
タ
ー
ド
」
だ
。

　懐
か
し
さ
の
あ
る
カ
ス
タ
ー
ド
の

あ
っ
さ
り
と
し
た
卵
の
風
味
に
加
え

て
、
シ
ャ
リ
ッ
と
し
た
食
感
を
残
す

工
夫
が
施
さ
れ
て
お
り
、
一
口
食
べ

る
ご
と
に
昔
の
雰
囲
気
を
思
い
出
さ

せ
る
。
ま
た
、
モ
ナ
カ
を
ザ
ク
ザ
ク

と
割
り
な
が
ら
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と

一
緒
に
食
べ
る
こ
と
で
、
ワ
ク
ワ
ク

感
を
演
出
す
る
と
と
も
に
食
感
の
違

い
を
楽
し
め
る
こ
と
が
、
子
ど
も
か

風
味
と
食
感
を
生
か
す
工
夫
で
ア
レ
ン
ジ

風
味
と
食
感
を
生
か
す
工
夫
で
ア
レ
ン
ジら

年
配
の
方
ま
で
多
く
の
人
々
に
人

気
な
理
由
で
あ
る
と
い
う
。

　現
在
で
は
、
カ
ス
タ
ー
ド
風
味
の

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
基
本
と
し
な
が

ら
も
、
季
節
に
合
っ
た
新
し
い
フ

レ
ー
バ
ー
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
新
た

な
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　店
長
の
菊
田
祐
司
さ
ん
は
、「
常

に
探
求
心
を
も
ち
、
勉
強
で
も
遊
び

で
も
興
味
の
あ
る
こ
と
は
ど
ん
ど
ん

突
き
詰
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

私
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

昔ならではの風味を残したアイスクリーム

自習室の利用率 500％増に
自習室の利用率 500％増に

KOJO×リクルートの取り組み
KOJO×リクルートの取り組み

　今
年
度
よ
り
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
リ
ク
ル
ー
ト
が
サ
ポ
ー
ト
し

て
展
開
す
る
こ
と
に
伴
い
、
自
習
室
の
運
営
も
同
社
が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

チ
ュ
ー
タ
ー
が
常
駐
し
て
、
生
徒
の
質
問
に
回
答
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
す
る
な
ど
し
た
結
果
、
利
用
率
が
５
０
０
％
も
上
が
っ
て
い
る
。

ト
。
リ
ク
ル
ー
ト
の
用
意
し
た
教

材
を
用
い
て
、
探
究
学
習
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
２
年
生
に
お

い
て
は
、
秋
に
企
業
体
験
な
ど
も

予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　二
つ
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
自

習
室
（
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
）」

の
運
営
。
主
な
変
更
点
は
、
リ
ク

ル
ー
ト
の
研
修
を
受
け
た
ス
タ
ッ

フ
（
チ
ュ
ー
タ
ー
）
が
２
～
３
名

常
駐
し
、
生
徒
の
質
問
対
応
や
学

習
・
進
路
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
学

習
計
画
の
立
て
方
講
座
や
、
英
単

語
の
覚
え
方
講
座
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　Ｇ
Ｗ
明
け
よ
り
本
格
的
な
運
用

が
さ
れ
、
す
で
に
延
べ
５
０
０
０

わからないことはすぐにチューターに聞くことができる自習室

わからないことはすぐにチューターに聞くことができる自習室

　生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
本
校
と
株
式
会

社
リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
以
下
、
リ
ク
ル
ー
ト
）
が
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
学
習
支

援
を
行
っ
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

今
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
た
。

　一
つ
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
サ
ポ
ー

名
以
上
が
利
用
し
て
お
り
、
試
験

前
に
は
一
日
に
２
０
０
名
程
度
の

生
徒
が
来
室
し
て
い
る
。
自
習
室

の
利
用
率
は
、
一
昨
年
と
比
較
し

て
５
０
０
％
に
も
上
る
と
い
う
。

　実
際
に
自
習
室
を
利
用
し
た
生

徒
か
ら
は
、「
質
問
を
し
た
と
き

に
真
摯
に
対
応
し
て
く
れ
て
や
る

気
が
出
た
」
な
ど
の
高
評
価
を
得

て
い
る
。
ま
た
、
チ
ュ
ー
タ
ー
の

相
原
め
い
は
さ
ん
（
昨
年
度
の
本

校
卒
業
生
）は
、「
生
徒
か
ら
の『
わ

か
っ
た
』
の
声
が
励
み
に
な
り
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気

明・浄・直
　１
９
９
０
年
代
以
降
、

よ
く「
若
者
の
活
字
離
れ
」

が
話
題
に
な
る
。し
か
し
、

全
国
学
校
読
書
協
議
会
に

よ
る
調
査
で
は
、
小
・
中

学
生
の
読
書
率
は
上
が
っ

て
お
り
、
高
校
生
で
も
減

少
は
し
て
い
な
い
。で
は
、

こ
の
「
若
者
」
は
誰
を
示

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
▼
そ
れ

は
、
大
学
生
だ
と
い
う
。
全
国
大

学
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の
調
査

に
よ
る
と
、
大
学
生
の
約
半
数
が

本
を
ま
っ
た
く
読
ま
な
い
と
い
う

結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
大
学
生
の
多
忙
さ
が

あ
る
。
▼
各
大
学
で
は
講
義
の
出

欠
席
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
傾

向
に
あ
る
ほ
か
、
生
活
費
な
ど
を

稼
ぐ
た
め
に
と
ア
ル
バ
イ
ト
に
精

を
出
す
人
も
多
い
。
つ
ま
り
、
そ

も
そ
も
読
書
を
す
る
時
間
が
な
い

の
だ
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
活
字

離
れ
を
解
消
で
き
る
の
か
。
▼
そ

れ
に
は
、
新
聞
や
本
を
読
む
習
慣

を
幼
い
時
か
ら
つ
け
て
お
く
べ
き

で
あ
る
、
と
文
部
科
学
省
も
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
。▼
本
校
で
は
、

「
朝
読
書
の
時
間
」
が
設
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し

て
い
る
人
は
全
国
的
に
も
多
い
は

ず
だ
。
せ
っ
か
く
よ
い
経
験
を
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
読
書
な
ど
を

習
慣
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。

　
　
　
　
　
　（
齊
藤
）

「実践的な知識を」
「実践的な知識を」

家庭科にニューフェイス
家庭科にニューフェイス

　松
橋
由
紀
美

先
生（
家
庭
科
）

が
４
月
末
に
体

調
を
崩
さ
れ
て

退
職
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
５

月
よ
り
宮
﨑
怜

海
先
生
が
新
た
に
着
任
さ
れ
た
。

　宮
﨑
先
生
は
大
学
を
卒
業
後
、

専
任
教
諭
（
産
休
を
機
に
非
常
勤

講
師
）
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
県

内
の
中
学
校
や
中
高
一
貫
校
７
～

８
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
。

　本
校
の
印
象
は
、
ク
ラ
ブ
活
動

が
活
発
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

た
と
い
う
。「
実
用
的
な
知

識
を
教
え
て
い
き
た
い
で

す
。
と
も
に
学
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
」と
笑
顔
で
語
っ
た
。

２年生「心の旅」委員長に奥野さん
２年生「心の旅」委員長に奥野さん「沖縄の歴史をともに」
「沖縄の歴史をともに」　奥野夏帆さん（Ｓ ２ー４）が９月 28日から行われる「心の旅」の旅行委員長を務めることが決定した。　奥野さんは、「１年次も旅行委員会に

入っていましたが、新型コロナウイルス
の影響で何もできませんでした。今年こ
そは、何もできないで終わるのではなく、
楽しい思い出をつくっていきたいです。
沖縄の歴史をともに学んでいきましょ
う」と意気込んだ。　なお、今年度のテーマは「かふーし・

やたさ～沖縄を学び絆を深める旅～」に
決定。「かふーし・やたさ」とは、沖縄
弁で「ありがとう」を意味している。

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

　教
室
の
蛍
光
灯
と
黒
板
灯
の
切

り
替
え
工
事
が
、
事
務
局
の
佐
藤

德
実
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
４

日
に
す
べ
て
の
教
室
で
の
作
業
が

完
了
し
た
。
そ
の
結
果
、
黒
板
灯

の
み
を
つ
け
た
り
消
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　こ
れ
に
よ
り
、
見
え
に
く
か
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
た
授

業
が
、
見
や
す
く
な
り
、
目
に
も

優
し
い
環
境
で
授
業
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　今
年
度
１
回
目
の
花
い
っ
ぱ
い

運
動
が
、６
月
13
日
に
行
わ
れ
た
。

　規
律
保
健
委
員
会
の
生
徒
16
名

と
明
和
会
（
保
護
者
の
会
）
の
保

護
者
31
名
が
参
加
し
、
新
た
に
85

個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
計
２
０
０
株

の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ニ
チ
ニ
チ

ソ
ウ
な
ど
が
植
え
ら
れ
、
生
徒
玄

関
前
を
彩
っ
た
。
そ
の
他
に
、
再

生
プ
ラ
ン
タ
ー
と
し
て
27
株
の
花

黒
板
灯
の
操
作
が
別
に

黒
板
灯
の
操
作
が
別
に

今
年
初
の
花
い
っ
ぱ
い

今
年
初
の
花
い
っ
ぱ
い

警
備
員
が
正
式
導
入

警
備
員
が
正
式
導
入

　学
校
内
へ
の
不
審
者
の
侵
入
な

ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
仮
運
用

期
間
を
経
て
、
１
日
よ
り
正
式
に

警
備
員
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
配
置
さ
れ
る
の
は
警
備

室
と
正
門
の
２
ヵ
所
で
、
校
舎
内

の
施
錠
確
認
な
ど
も
担
当
す
る
。

　そ
れ
に
伴
い
、
保
護
者
に
よ
る

車
で
の
送
迎
の
際
は
、
警
備
員
に

よ
る
確
認
や
駐
車
受
付
簿
へ
の
記

入
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

笑顔の宮﨑先生笑顔の宮﨑先生

コ
ロ
ナ
で
全
校
で
の
応
援
に
制
限

コ
ロ
ナ
で
全
校
で
の
応
援
に
制
限

硬
式
野
球
夏
の
大
会

硬
式
野
球
夏
の
大
会  

開
幕
開
幕

　10
日
に
開
幕
し
た
第

１
０
３
回
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
神
奈
川

大
会
。
第
２
シ
ー
ド
を

獲
得
し
て
い
る
本
校
の

初
戦
は
、
13
日
に
大
和

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ

た
。
順
調
に
勝
ち
進
む

と
、
22
日
に
ベ
ス
ト
８

を
か
け
た
５
回
戦
、
24

日
に
準
々
決
勝
、
26
日

に
準
決
勝
、
27
日
に
決

勝
戦
が
控
え
て
い
る
。

な
お
、
今
年
度
は
東
京

五
輪
と
重
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で

の
試
合
は
実
施
さ
れ
ず
、
決
勝
戦

は
保
土
ケ
谷
球
場
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
例
年
は
ス
タ
ン
ド
に
吹

奏
楽
部
や
チ
ア
ダ
ン
ス
部
、
一
般

生
徒
に
よ
る
大
応
援
団
が
結
成
さ

れ
、
選
手
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
き

た
。
ベ
ス
ト
８
以
上
の
試
合
に
は

全
校
生
徒
が
球
場
に
駆
け
つ
け
、

大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

し
か
し
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か

ら
、
吹
奏
楽
部
や
チ
ア
ダ
ン
ス
部

の
演
奏
・
演
技
の
中
止
、
並
び
に

学
校
単
位
で
の
応
援
は
実
施
さ
れ

な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て
の
観
戦
は
で

き
る
が
、
枚
数
に
上
限
が
あ
る
。

委員長の奥野さん
委員長の奥野さん

「こゆるぎ祭」ポスター決定
「こゆるぎ祭」ポスター決定「開放感をイメージして」
「開放感をイメージして」　９月４日、５日の二日間にわたって開催される「こゆるぎ祭」のポスターが決定した。

　今年度のポスターを描いたのは、菊池美 結 さ ん（ Ｂ １ ー３）。応募された計19 点 の な か か ら、広報委員が選別し、さらに全校生徒によるアンケートによって選ばれた。
　菊池さんは、「多くの候補者の中から
選ばれたことがとても嬉しいです。今年
のテーマである『青春謳歌』をイメージ
できるように、開放感を意識して描きま
した」と作品への想いを語った。

制作者の菊池さん
制作者の菊池さん

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー

づ
く
り
を
心
が
け
た
い
で
す
」
と

に
こ
や
か
に
話
し
た
。

が
再
度
植
え
替
え
ら
れ
た
。

　担
当
の
蓮
沼
勉
先
生
は
、「
こ

れ
ま
で
は
廃
棄
し
て
い
た
ま
だ
生

き
て
い
る
花
の
再
生
も
行
い
ま
し

た
。
元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
と
嬉

し
い
で
す
」と
朗
ら
か
に
話
し
た
。

今年度は全校で応援することができない（一昨年の様子）

今年度は全校で応援することができない（一昨年の様子）

炎天下の中で行われた活動
炎天下の中で行われた活動

（面責任者　齊藤）

今
号
の
欄
外
に
は
、
特
集
「
向
上
生
の
お
金
事
情
」
に
ち
な
ん
で
、
金
銭
感
覚
テ
ス
ト
を
掲
載
し
た
。

メモをとっているとき鉛筆の芯が折れました。続きを書きたいあなたはどうしますか。Ａ：誰かに鉛筆を借りる（→２面へ）　Ｂ：鉛筆を削る（→３面へ）　Ｃ：予備を使う（→４面へ）

　リクルートが運営する自習室を利用したことがあるかどうか聞いたところ、73 名の生徒が「ある」と回答。クラブ後も開室しているところに魅力を感じているようだ。　 一 方 で、27 名 は「 な い 」と回答。この結果から、まだ全校生徒には浸透しておらず、リピーターが多いことがわかった。

Ｑ .Ｑ . リクルート自習室を利用
リクルート自習室を利用　したことがありますか？

　したことがありますか？

あるある
7373

ないない
2727
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こ　ゆ　る　ぎ

２０２１年７月１８日

第２２１号（4）

編
集
後
記

　今
号
は
、
１
面
に
リ
ク
ル
ー

ト
自
習
室
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　２
、３
面
に
は
、
向
上
生
の

財
布
や
お
小
遣
い
事
情
の
特
集

を
組
み
ま
し
た
。
お
金
の
使
い

方
な
ど
は
、
将
来
の
参
考
に
な

る
も
の
ば
か
り
で
す
。（
松
本
）

で
は
、市
大
会
優
勝
を
果
た
し
た
。

　中
学
入
学
後
も
外
部
チ
ー
ム
に

所
属
し
、
元
々
や
り
た
か
っ
た
投

手
へ
変
更
。
３
年
次
の
春
・
夏
の

大
会
で
は
見
事
優
勝
に
導
い
た
。

習
を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
。
平
田
隆
康
先
生
と
話
し

た
こ
と
で
、
入
部
を
決
意
し
た

と
い
う
。

　す
る
と
、
す
ぐ
に
頭
角
を
現

し
て
、
１
年
の
秋
に
は
ベ
ン
チ

入
り
を
果
た
し
、
投
手
と
し
て

初
登
板
。
こ
の
試
合
で
見
事
勝

利
を
収
め
た
。
自
粛
期
間
を
乗

り
越
え
、３
年
春
の
大
会
で
は
、

エ
ー
ス
と
し
て
出
場
し
、
ベ
ス

ト
８
に
輝
い
た
。

　様
々
な
球
種
を
生
か
し
た

ピ
ッ
チ
ン
グ
で
チ
ー
ム
を
支
え

て
き
た
猿
山
君
は
、「
日
本
一

を
目
指
し
て
投
げ
切
り
ま
す
」

と
夏
の
大
会
に
か
け
る
想
い
を

語
っ
た
。

猿山 広輝猿山 広輝君君ヒーローを探せ
ヒーローを探せ

頭
角
現
わ
し
１
年
次
か
ら
ベ
ン
チ
へ

頭
角
現
わ
し
１
年
次
か
ら
ベ
ン
チ
へ  

目
指
す
は
日
本
一

目
指
す
は
日
本
一

出身中学校出身中学校

　町田市立つくし野中学校
　町田市立つくし野中学校

誕生日　誕生日　
　６月 25 日　６月 25 日

好きな色 　赤
好きな色 　赤

趣味　　　 趣味　　　 

　野球（観戦）
　野球（観戦）

好きなタレント　
好きなタレント　

　出川哲朗　出川哲朗

好きな教科　体育
好きな教科　体育

苦手な教科　数学
苦手な教科　数学

好きな食べ物　焼肉
好きな食べ物　焼肉

ＤＡＴＡＤＡＴＡ

女
ソ
フ
因
縁
下
し
４
強
入
り

　女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、
５

月
30
日
、
６
月
12
日
、
13
日
に
行

わ
れ
た
イ
ン
ハ
イ
県
予
選
で
、
ベ

ス
ト
４
を
決
め
た
。

　準
々
決
勝
で
は
、
負
け
が
続
い

て
い
る
因
縁
の
横
須
賀
総
合
高
が

相
手
。
初
回
に
打
線
が
繋
が
り

チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
て
５
点
を

獲
得
。
勢
い
そ
の
ま
ま
に
、
６
ー

２
で
勝
利
し
た
。
続
く
準
決
勝
で

は
、
強
豪
・
厚
木
商
業
高
を
相
手 ４

団
体
が
ベ
ス
ト
16
に

　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
、
６
月
13

日
と
20
日
に
行
わ
れ
た
第
59
回
イ

ン
ハ
イ
県
予
選
で
、
男
女
と
も
に

ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し
た
。
女

子
が
ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し
た

の
は
、
19
年
ぶ
り
の
こ
と
で
、
こ

の
結
果
、
９
月
に
行
わ
れ
る
秋
季

毎
日
の
練
習
に
余
念
が
な
い
羽
山
さ
ん
（
書
道
部
）

毎
日
の
練
習
に
余
念
が
な
い
羽
山
さ
ん
（
書
道
部
）

様
々
な
球
種
を
生
か
し
て

様
々
な
球
種
を
生
か
し
て

　本
校
に
入
学
し
た
の
は
、
親
戚

に
勧
め
ら
れ
て
硬
式
野
球
部
の
練

文化の祭典 華ひらけ向上魂
文化の祭典 華ひらけ向上魂わかやま総文

　本校からは
３クラブが

わかやま総文
　本校からは

３クラブが

　
昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
高
総
文
祭
）
で
、

好
成
績
を
残
し
た
放
送
部
、
書
道
部
、
新
聞
委
員
会
が
、
今
年
夏
に

和
歌
山
県
で
行
わ
れ
る
第
45
回
全
国
高
総
文
祭
（
紀
の
国
わ
か
や
ま

総
文
）
に
出
場
す
る
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
と
と
も
に
交
流
を

行
う
ほ
か
、
出
品
作
品
の
審
査
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

POEM

アスファル
ト駆ける

アスファル
ト駆ける

　　　２人
分のシルエ

ット
　　　２人

分のシルエ
ット

ポニーテー
ルと

ポニーテー
ルと

　　　テン
ションは高

めで
　　　テン

ションは高
めで

相槌欲しさ
に

相槌欲しさ
に

　　　つい
喋ってばか

りだよ

　　　つい
喋ってばか

りだよ

麦わら帽子
を被り直す

麦わら帽子
を被り直す

　　　フリ
をして

　　　フリ
をして

夏空の下で夏空の下で
　　　光の

シャワーを
浴びた

　　　光の
シャワーを

浴びた

少し焼けた
君に向ける

少し焼けた
君に向ける

　　　摂氏
100度の

　　　摂氏
100度の

　　　思い
込めた熱い

視線
　　　思い

込めた熱い
視線

真っ直ぐ前
だけを

真っ直ぐ前
だけを

　　　見つ
める君には

　　　見つ
める君には

　　　届か
ないみたい

　　　届か
ないみたい

肩ごしに君
を感じて

肩ごしに君
を感じて

　　　上が
る体温

　　　上が
る体温

じわじわ溶
けちゃいそ

うだ
じわじわ溶

けちゃいそ
うだ

反則気味の
この距離に

反則気味の
この距離に

　　　言い
訳が欲しい

よ
　　　言い

訳が欲しい
よ

「君との夏
」

「君との夏
」

こんにちは！

　今回私が紹介するのは、坂口安吾

の『不連続殺人事件』です。この小

説は戦後間もない 1947 年に『日本

小説』という雑誌に掲載されていた

ものです。安吾初の推理小説で、連

載時には読者に向けて真犯人当ての

挑戦状が載っていました。トリック

に自信があったのか、なんと自腹で

懸賞金を出していました。ちなみに

懸賞金の結果は最終回で発表され、

４人が完全解答を出しました。この

作品はファンの間だけではなく、松

本清張などにも高く評価されていま

す。その魅力は人間関係を使ったト

リックにあります。

　この物語は、名探偵巨勢博士があ

る財閥の息子から邸に招待されるこ

とから始まります。しかし、招待状

は偽物で、まず１人の作家が刺殺さ

れてしまいます。その邸の人々の間

には元恋人や元夫婦など乱れた関係

があり、互いに憎しみ合っていると

いう状況でした。その後次々と８人

が刺殺、絞殺、毒殺、墜死で殺され

てしまいます。殺害方法はバラバラ

で、なぜ殺されたのか一貫した動機

が見えません。これが「不連続殺人

事件」と呼ばれた理由です。犯人は

おろか、殺されるのが誰かもわから

ないのがこの作品の魅力です。ぜひ、

最後まで読んで事件の真相を確かめ

てみてください。

　ご清聴ありがとうございました。

異なる殺害方法で次々と殺される…そのトリックとは？

異なる殺害方法で次々と殺される…そのトリックとは？

「不連続殺
人事件」

「不連続殺
人事件」

坂口安吾／著 新潮社出版
坂口安吾／著 新潮社出版

　今号では、図書委

員の會澤さとみさん

（Ｔ２ー２）に書評

をお願いした。

男ソフ インハイ予選で準優勝
男ソフ インハイ予選で準優勝

リベンジ果たせた大会に
リベンジ果たせた大会に

大
会
の
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
た
。

　ま
た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、

６
月
13
日
に
行
わ
れ
た
第
72
回
イ

ン
ハ
イ
県
予
選
の
女
子
学
校
対
抗

で
ベ
ス
ト
16
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
女
子
）
も
関
東
大
会
に
引
き
続

き
団
体
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
を

そ
れ
ぞ
れ
残
し
た
。

　上
位
大
会
に
は
繋
が
ら
な
か
っ

た
が
、
ど
の
ク
ラ
ブ
で
も
全
力
を

出
し
切
っ
た
試
合
と
な
っ
た
。

２回戦 奥秋優月さん（Ｓ３ー５）の決定打

KOJOKOJO  SPORTS & CULTURES
SPORTS & CULTURES

イ
ン
ハ
イ
予
選
お
疲
れ
様

イ
ン
ハ
イ
予
選
お
疲
れ
様

制作者：古賀
雪乃さん（Ｓ

１ー２）

制作者：古賀
雪乃さん（Ｓ

１ー２）

　男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
６
月
13

日
、
20
日
に
行
わ
れ
た
イ
ン
ハ
イ
県
予

選
で
、
見
事
準
優
勝
に
輝
い
た
。

　２
回
戦
よ
り
出
場
と
な
っ
た
本
校

は
、
横
須
賀
学
院
高
を
相
手
に
、
２
回

裏
、
飛
鳥
井
大
翔
君
（
Ｓ
２
ー
１
）
の

ラ
イ
ト
前
タ
イ
ム
リ
ー
で
先
制
点
を
奪

う
と
、
４
回
裏
、
片
岡
諒
君
（
Ｓ
３
ー

２
）
と
田
口
大
雅
君
（
Ｓ
３
ー
１
）
の 連

続
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
後
押
し
を
し

て
４
ー
２
で
快
勝
。

　続
く
準
決
勝
で
は
昨
年
の
夏
、
今
年

の
国
民
大
会
と
２
連
敗
し
て
い
る
因
縁

の
相
手
で
あ
る
山
北
高
と
の
対
戦
。
初

回
、
田
口
君
の
ツ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン

な
ど
で
一
挙
４
得
点
を
上
げ
て
勢
い
に

乗
っ
た
本
校
は
、
２
回
で
も
梶
川
健
太

君
（
Ｓ
３
ー
５
）
の
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン

で
突
き
放
し
た
。
守
備
で
は
、
吉
澤
卓

真
君
（
Ｓ
２
ー
１
）
の
好
投
で
相
手
打

線
を
抑
え
、
７
ー
４
で
リ
ベ
ン
ジ
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
決
勝
で

は
連
敗
中
の
光
明
学
園
相
模
原
高
に

０
ー
24
で
大
敗
し
て
し
ま
っ
た
。

　大
会
を
振
り
返
っ
て
、
田
口
君
は
、

「
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
感
じ
ら
れ

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
と
一
歩
の

と
こ
ろ
で
負
け
て
し
ま
う
よ
う
な
相
手

と
接
戦
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
チ
ー
ム
全
体
で
気
を
引
き
締
め
る

こ
と
が
で
き
た
お
か
げ
で
す
」
と
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

（面責任者　谷川）

に
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
も
の
の
、

惜
し
く
も
０
ー
１
で
敗
退
し
た
。

Ｃを選んだあなたは「お金があればあるだけ使ってしまうタイプ」。「今しか買えない」という考えがあるかもしれません。そうやってお金を使っていると大切な時に困るかも。

　今号では、「日本一」を目標に

掲げ、夏の大会でチームを牽引

する硬式野球部エースの猿山広

輝君（Ｂ３ー３）を紹介する。

　猿
山
君
が
野
球
を
始
め
た
の
は

小
学
４
年
生
の
と
き
。
友
人
の
誘

い
で
、
町
田
市
の
少
年
野
球
チ
ー

ム
に
所
属
し
た
。
他
よ
り
も
始
め

た
の
が
遅
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

毎
日
公
園
で
自
主
練
習
を
し
て
い

た
努
力
家
。
そ
の
結
果
、
秋
に
は

レ
ギ
ュ
ラ
ー
（
左
翼
手
）
と
し
て

試
合
に
出
場
し
、
６
年
生
の
大
会

賞状を手にガッツポーズで
賞状を手にガッツポーズで

　
　紀
の
国
わ
か
や
ま
総
文
が
、

「
届
け
よ
う
和
の
心 

若
葉
が
奏
で

る
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、

31
日
か
ら
８
月
６
日
の
七
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
、本
校
か
ら
は
、 放

送
部
、
書
道
部
、
新
聞
委
員
会

の
３
団
体
が
出
場
す
る
。

　放
送
部
か
ら
は
、
白
井
菜
々
香

さ
ん
（
Ｓ
２
ー
１
）
が
ア
ナ
ウ
ン

ス
部
門
で
出
場
。
昨
年
11
月
に
行

わ
れ
た
県
予
選
で
は
、
鎌
倉
市
で

綿
づ
く
り
の
体
験
教
室
を
開
い
て

い
る
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と

め
た
原
稿
を
朗
読
し
、
２
位
で
通

過
。
白
井
さ
ん
は
、「
初
め
て
公

衆
の
前
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
す
る
の

で
緊
張
し
ま
す
が
、
相
手
に
伝
わ

る
よ
う
心
が
け
ま
す
」
と
和
や
か

に
話
し
た
。

　書
道
部
か
ら
は
、
羽
山
和
さ
ん

（
Ｓ
３
ー
２
）
が
出
場
。
昨
年
12

月
に
行
わ
れ
た
高
校
書
道
展
で
教

育
長
賞
（
第
２
席
）
に
輝
い
た
こ

と
で
推
薦
を
受
け
た
。
出
品
作
品

は
「
臨 

徐
三
庚 

天
発
神
讖
碑
」

で
、
文
字
の
か
た
ち
の
正
確
さ
や

迫
力
な
ど
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ

た
。
羽
山
さ
ん
は
、「
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
仲
間
や
作
品
に
刺
激
を

受
け
、
今
後
の
作
品
制
作
に
生
か

し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　新
聞
委
員
会
は
、
全
国
高
等
学

校
年
間
紙
面
審
査
で
上
位
49
校
に

入
賞
し
、
全
国
大
会
へ
出
場
。
こ

こ
で
、
最
優
秀
賞
の
発
表
が
行
わ

れ
る
。
今
回
評
価
さ
れ
る
の
は
、

一
昨
年
の
11
月
か
ら
昨
年
の
10
月

末
ま
で
に
発
行
し
た
す
べ
て
の
新

聞
が
対
象
と
な
る
。

　な
お
放
送
部
は
、
６
月
13
日
に

行
わ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放

送
コ
ン
テ
ス
ト
県
予
選
で
も
、
高

橋
柊
君
（
Ｔ
１
ー
１
）
が
研
究
発

表
部
門
で
２
位
通
過
し
、
26
日
に

行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

こ　ゆ　る　ぎ

２０２１年７月１８日

第２２１号（1）

発行／向上高等学校新聞委員会

住所／伊勢原市見附島 411 番地

編集責任／松  本  芽  依 

技術責任／齊  藤  元  樹

発行責任／植  原  大  樹

印刷／㈱横浜綜合写真

100人アンケー
ト

100人アンケー
ト

卵黄・牛乳・砂糖のみで
卵黄・牛乳・砂糖のみでシリーズ　神奈

川発の名物④　
アイスクリン

シリーズ　神奈
川発の名物④　

アイスクリン

次回は最終回……生チョコレート
次回は最終回……生チョコレート

　今
号
で
は
、
横
浜
・
馬
車
道
通
り

が
発
祥
と
さ
れ
る「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」

（
現
在
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
）
を
紹

介
す
る
。

　二
度
に
わ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
派

遣
さ
れ
た
町
田
房
造
が
、
文
明
開
化

の
進
む
明
治
２
年
６
月
、
横
浜
の
馬

車
道
通
り
に
「
氷
水
屋
」
を
開
業
。

卵
黄
・
牛
乳
・
砂
糖
の
み
で
作
ら
れ

た
氷
菓
子
「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」
を
製

造
・
販
売
し
た
こ
と
が
、
日
本
の
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
る
。　現

在
は
、
当
時
の
作
り
方
で
営
業

し
て
い
る
店
舗
は
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
２
０
０
２
年
に
赤
レ
ン

ガ
倉
庫
内
で
開
業
し
た
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ

Ｉ 

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
で
は
、
当
時
販
売
さ

れ
て
い
た
「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」
の
風

味
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
販
売

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
人
気
の
商

品
は
、
カ
ス
タ
ー
ド
風
味
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
に
モ
ナ
カ
を
か
ぶ
せ
た

「
で
き
た
て
横
濱
馬
車
道
あ
い
す
カ

ス
タ
ー
ド
」
だ
。

　懐
か
し
さ
の
あ
る
カ
ス
タ
ー
ド
の

あ
っ
さ
り
と
し
た
卵
の
風
味
に
加
え

て
、
シ
ャ
リ
ッ
と
し
た
食
感
を
残
す

工
夫
が
施
さ
れ
て
お
り
、
一
口
食
べ

る
ご
と
に
昔
の
雰
囲
気
を
思
い
出
さ

せ
る
。
ま
た
、
モ
ナ
カ
を
ザ
ク
ザ
ク

と
割
り
な
が
ら
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と

一
緒
に
食
べ
る
こ
と
で
、
ワ
ク
ワ
ク

感
を
演
出
す
る
と
と
も
に
食
感
の
違

い
を
楽
し
め
る
こ
と
が
、
子
ど
も
か

風
味
と
食
感
を
生
か
す
工
夫
で
ア
レ
ン
ジ

風
味
と
食
感
を
生
か
す
工
夫
で
ア
レ
ン
ジ

ら
年
配
の
方
ま
で
多
く
の
人
々
に
人

気
な
理
由
で
あ
る
と
い
う
。

　現
在
で
は
、
カ
ス
タ
ー
ド
風
味
の

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
基
本
と
し
な
が

ら
も
、
季
節
に
合
っ
た
新
し
い
フ

レ
ー
バ
ー
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
新
た

な
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　店
長
の
菊
田
祐
司
さ
ん
は
、「
常

に
探
求
心
を
も
ち
、
勉
強
で
も
遊
び

で
も
興
味
の
あ
る
こ
と
は
ど
ん
ど
ん

突
き
詰
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

私
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

昔ならではの風味
を残したアイスク

リーム

自習室の利用率 500％増に
自習室の利用率 500％増にKOJO×リク

ルートの取り
組み

KOJO×リク
ルートの取り

組み

　今
年
度
よ
り
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
リ
ク
ル
ー
ト
が
サ
ポ
ー
ト
し

て
展
開
す
る
こ
と
に
伴
い
、
自
習
室
の
運
営
も
同
社
が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

チ
ュ
ー
タ
ー
が
常
駐
し
て
、
生
徒
の
質
問
に
回
答
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
す
る
な
ど
し
た
結
果
、
利
用
率
が
５
０
０
％
も
上
が
っ
て
い
る
。

ト
。
リ
ク
ル
ー
ト
の
用
意
し
た
教

材
を
用
い
て
、
探
究
学
習
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
２
年
生
に
お

い
て
は
、
秋
に
企
業
体
験
な
ど
も

予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　二
つ
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
自

習
室
（
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
）」

の
運
営
。
主
な
変
更
点
は
、
リ
ク

ル
ー
ト
の
研
修
を
受
け
た
ス
タ
ッ フ

（
チ
ュ
ー
タ
ー
）
が
２
～
３
名

常
駐
し
、
生
徒
の
質
問
対
応
や
学

習
・
進
路
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
学

習
計
画
の
立
て
方
講
座
や
、
英
単

語
の
覚
え
方
講
座
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　Ｇ
Ｗ
明
け
よ
り
本
格
的
な
運
用

が
さ
れ
、
す
で
に
延
べ
５
０
０
０

わからない
ことはすぐ

にチュータ
ーに聞くこ

とができる
自習室

わからない
ことはすぐ

にチュータ
ーに聞くこ

とができる
自習室

　生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
本
校
と
株
式
会

社
リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
以
下
、
リ
ク
ル
ー
ト
）
が
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
学
習
支

援
を
行
っ
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

今
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
た
。

　一
つ
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
サ
ポ
ー

名
以
上
が
利
用
し
て
お
り
、
試
験

前
に
は
一
日
に
２
０
０
名
程
度
の

生
徒
が
来
室
し
て
い
る
。
自
習
室

の
利
用
率
は
、
一
昨
年
と
比
較
し

て
５
０
０
％
に
も
上
る
と
い
う
。

　実
際
に
自
習
室
を
利
用
し
た
生

徒
か
ら
は
、「
質
問
を
し
た
と
き

に
真
摯
に
対
応
し
て
く
れ
て
や
る

気
が
出
た
」
な
ど
の
高
評
価
を
得

て
い
る
。
ま
た
、
チ
ュ
ー
タ
ー
の

相
原
め
い
は
さ
ん
（
昨
年
度
の
本

校
卒
業
生
）は
、「
生
徒
か
ら
の『
わ

か
っ
た
』
の
声
が
励
み
に
な
り
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気

明・浄・
直
　１
９
９
０
年
代
以
降
、

よ
く「
若
者
の
活
字
離
れ
」

が
話
題
に
な
る
。し
か
し
、

全
国
学
校
読
書
協
議
会
に

よ
る
調
査
で
は
、
小
・
中

学
生
の
読
書
率
は
上
が
っ

て
お
り
、
高
校
生
で
も
減

少
は
し
て
い
な
い
。で
は
、

こ
の
「
若
者
」
は
誰
を
示

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
▼
そ
れ

は
、
大
学
生
だ
と
い
う
。
全
国
大

学
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の
調
査

に
よ
る
と
、
大
学
生
の
約
半
数
が

本
を
ま
っ
た
く
読
ま
な
い
と
い
う

結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
大
学
生
の
多
忙
さ
が

あ
る
。
▼
各
大
学
で
は
講
義
の
出

欠
席
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
傾

向
に
あ
る
ほ
か
、
生
活
費
な
ど
を

稼
ぐ
た
め
に
と
ア
ル
バ
イ
ト
に
精

を
出
す
人
も
多
い
。
つ
ま
り
、
そ

も
そ
も
読
書
を
す
る
時
間
が
な
い

の
だ
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
活
字

離
れ
を
解
消
で
き
る
の
か
。
▼
そ

れ
に
は
、
新
聞
や
本
を
読
む
習
慣

を
幼
い
時
か
ら
つ
け
て
お
く
べ
き

で
あ
る
、
と
文
部
科
学
省
も
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
。▼
本
校
で
は
、

「
朝
読
書
の
時
間
」
が
設
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し

て
い
る
人
は
全
国
的
に
も
多
い
は

ず
だ
。
せ
っ
か
く
よ
い
経
験
を
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
読
書
な
ど
を

習
慣
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。

　
　
　
　
　
　（齊
藤
）

「実践的な知識
を」

「実践的な知識
を」家庭科にニューフェ

イス
家庭科にニューフェ

イス

　松
橋
由
紀
美

先
生（
家
庭
科
）

が
４
月
末
に
体

調
を
崩
さ
れ
て

退
職
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
５

月
よ
り
宮
﨑
怜 海

先
生
が
新
た
に
着
任
さ
れ
た
。

　宮
﨑
先
生
は
大
学
を
卒
業
後
、

専
任
教
諭
（
産
休
を
機
に
非
常
勤

講
師
）
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
県

内
の
中
学
校
や
中
高
一
貫
校
７
～

８
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
。

　本
校
の
印
象
は
、
ク
ラ
ブ
活
動

が
活
発
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

た
と
い
う
。「
実
用
的
な
知

識
を
教
え
て
い
き
た
い
で

す
。
と
も
に
学
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
」と
笑
顔
で
語
っ
た
。

２年生「心の旅」
委員長に奥野さん

２年生「心の旅」
委員長に奥野さん

「沖縄の歴史を
ともに」

「沖縄の歴史を
ともに」

　奥野夏帆さん（Ｓ 

２ー４）が９月 28

日から行われる「心

の旅」の旅行委員長

を務めることが決定

した。

　奥野さんは、「１年次も旅行委員会に

入っていましたが、新型コロナウイルス

の影響で何もできませんでした。今年こ

そは、何もできないで終わるのではなく、

楽しい思い出をつくっていきたいです。

沖縄の歴史をともに学んでいきましょ

う」と意気込んだ。

　なお、今年度のテーマは「かふーし・

やたさ～沖縄を学び絆を深める旅～」に

決定。「かふーし・やたさ」とは、沖縄

弁で「ありがとう」を意味している。

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

　教
室
の
蛍
光
灯
と
黒
板
灯
の
切

り
替
え
工
事
が
、
事
務
局
の
佐
藤

德
実
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
４

日
に
す
べ
て
の
教
室
で
の
作
業
が

完
了
し
た
。
そ
の
結
果
、
黒
板
灯

の
み
を
つ
け
た
り
消
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　こ
れ
に
よ
り
、
見
え
に
く
か
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
た
授

業
が
、
見
や
す
く
な
り
、
目
に
も

優
し
い
環
境
で
授
業
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　今
年
度
１
回
目
の
花
い
っ
ぱ
い

運
動
が
、６
月
13
日
に
行
わ
れ
た
。

　規
律
保
健
委
員
会
の
生
徒
16
名

と
明
和
会
（
保
護
者
の
会
）
の
保

護
者
31
名
が
参
加
し
、
新
た
に
85

個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
計
２
０
０
株

の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ニ
チ
ニ
チ

ソ
ウ
な
ど
が
植
え
ら
れ
、
生
徒
玄

関
前
を
彩
っ
た
。
そ
の
他
に
、
再

生
プ
ラ
ン
タ
ー
と
し
て
27
株
の
花

黒
板
灯
の
操
作
が
別
に

黒
板
灯
の
操
作
が
別
に

今
年
初
の
花
い
っ
ぱ
い

今
年
初
の
花
い
っ
ぱ
い

警
備
員
が
正
式
導
入

警
備
員
が
正
式
導
入

　学
校
内
へ
の
不
審
者
の
侵
入
な

ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
仮
運
用

期
間
を
経
て
、
１
日
よ
り
正
式
に

警
備
員
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
配
置
さ
れ
る
の
は
警
備

室
と
正
門
の
２
ヵ
所
で
、
校
舎
内

の
施
錠
確
認
な
ど
も
担
当
す
る
。

　そ
れ
に
伴
い
、
保
護
者
に
よ
る

車
で
の
送
迎
の
際
は
、
警
備
員
に

よ
る
確
認
や
駐
車
受
付
簿
へ
の
記

入
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

笑顔の宮﨑先生笑顔の宮﨑先生

コ
ロ
ナ
で
全
校
で
の
応
援
に
制
限

コ
ロ
ナ
で
全
校
で
の
応
援
に
制
限

硬
式
野
球
夏
の
大
会

硬
式
野
球
夏
の
大
会  

開
幕
開
幕

　10
日
に
開
幕
し
た
第

１
０
３
回
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
神
奈
川

大
会
。
第
２
シ
ー
ド
を

獲
得
し
て
い
る
本
校
の

初
戦
は
、
13
日
に
大
和

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ

た
。
順
調
に
勝
ち
進
む

と
、
22
日
に
ベ
ス
ト
８

を
か
け
た
５
回
戦
、
24

日
に
準
々
決
勝
、
26
日

に
準
決
勝
、
27
日
に
決

勝
戦
が
控
え
て
い
る
。

な
お
、
今
年
度
は
東
京

五
輪
と
重
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で

の
試
合
は
実
施
さ
れ
ず
、
決
勝
戦

は
保
土
ケ
谷
球
場
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
例
年
は
ス
タ
ン
ド
に
吹

奏
楽
部
や
チ
ア
ダ
ン
ス
部
、
一
般

生
徒
に
よ
る
大
応
援
団
が
結
成
さ

れ
、
選
手
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
き

た
。
ベ
ス
ト
８
以
上
の
試
合
に
は

全
校
生
徒
が
球
場
に
駆
け
つ
け
、

大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

し
か
し
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か

ら
、
吹
奏
楽
部
や
チ
ア
ダ
ン
ス
部

の
演
奏
・
演
技
の
中
止
、
並
び
に

学
校
単
位
で
の
応
援
は
実
施
さ
れ

な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て
の
観
戦
は
で

き
る
が
、
枚
数
に
上
限
が
あ
る
。

委員長の奥野さ
ん

委員長の奥野さ
ん

「こゆるぎ祭」ポ
スター決定

「こゆるぎ祭」ポ
スター決定

「開放感をイメ
ージして」

「開放感をイメ
ージして」

　９月４日、５日の

二日間にわたって開

催される「こゆるぎ

祭」のポスターが決

定した。
　今年度のポスター

を描いたのは、菊池

美 結 さ ん（ Ｂ １ ー

３）。応募された計

19 点 の な か か ら、

広報委員が選別し、

さらに全校生徒によ

るアンケートによっ

て選ばれた。

　菊池さんは、「多くの候補者の中から

選ばれたことがとても嬉しいです。今年

のテーマである『青春謳歌』をイメージ

できるように、開放感を意識して描きま

した」と作品への想いを語った。

制作者の菊池さ
ん

制作者の菊池さ
ん

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー

づ
く
り
を
心
が
け
た
い
で
す
」
と

に
こ
や
か
に
話
し
た
。

が
再
度
植
え
替
え
ら
れ
た
。

　担
当
の
蓮
沼
勉
先
生
は
、「
こ

れ
ま
で
は
廃
棄
し
て
い
た
ま
だ
生

き
て
い
る
花
の
再
生
も
行
い
ま
し

た
。
元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
と
嬉

し
い
で
す
」と
朗
ら
か
に
話
し
た
。

今年度は全校で
応援することが

できない（一昨
年の様子）

今年度は全校で
応援することが

できない（一昨
年の様子）

炎天下の中で
行われた活動

炎天下の中で
行われた活動

（面責任者　齊藤）

今
号
の
欄
外
に
は
、
特
集
「
向
上
生
の
お
金
事
情
」
に
ち
な
ん
で
、
金
銭
感
覚
テ
ス
ト
を
掲
載
し
た
。

メモをとっているとき鉛筆の芯が折れました。続きを書きたいあなたはどうしますか。Ａ：誰かに鉛筆を借りる（→２面へ）　Ｂ：鉛筆を削る（→３面へ）　Ｃ：予備を使う（→４面へ）

　リクルートが運営する自習

室を利用したことがあるかど

うか聞いたところ、73 名の

生徒が「ある」と回答。クラ

ブ後も開室しているところに

魅力を感じているようだ。

　 一 方 で、27 名 は「 な い 」

と回答。この結果から、まだ

全校生徒には浸透しておら

ず、リピーターが多いことが

わかった。

Ｑ .Ｑ . リクルー
ト自習室を

利用
リクルート

自習室を利
用

　したことが
ありますか？

　したことが
ありますか？

あるある

7373

ないない
2727
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　書道部は、８月２日から６日

まで白浜町立総合体育館で開催

される書道部門大会に出場す

る。８月４日、開会式、他県の

参加生徒と作品制作を通じての

交流会。８月５日は、出品作品

の講評会、表彰式を予定。昨年

度はコロナウイルス感染症対策

の為、WEB 総文となった。

　今年度は感染予防策を講じ

て、他校との交流で全国のレベ

ルを体感できそうだ。交流会で

は文鎮に漆を利用した文字制

作、作品と同じ自己紹介を行う。

　今回の出品作品は漢字作品

で清代の能書家が書かれた呉

代の臨書。日本の書道界にも

大きな影響を与えたもの。制

作にはおよそ２ヵ月を要した

作品となった。

全国の舞台で向上魂を披露20212021
和歌山総文和歌山総文

後援会会報 後援会会報（3） （2）

書道部　わかやま総文で全国レベルを体感！

　新聞委員会は、８月４日から

開催される第 45 回全国高等学

校総合文化祭和歌山大会新聞部

門大会に参加する。昨年はコロ

ナ禍の影響で高知県への生徒派

遣が中止となり、WEBSOUBUN に

なった。その影響で、生徒交流

会や交流新聞の作成は中止。各

校新聞の WEB 上での掲載になっ

た。今年度は、研修取材も含め

て感染対策を講じて、例年通り

に実施される予定。年間紙面審

査の各賞受賞校の発表、表彰が

行われる。本校は予備審査で入

賞校に、上位表彰されることが

期待される。

　現地では交流新聞を作成する

ため和歌山市内の施設や城など

をグループ毎に取材。A4 判両

面での紙面作成となる。

新聞委員会 　和歌山で上位入賞をねらう！

文芸部　　

　文芸部は、６月 20 日に行われ

た関東大会県予選に「青」をテー

マにした短歌を出品。この作品が

入賞し、関東大会（千葉県）へ駒

を進めた。関東大会当日は、特別

講演会や他校との交流や合評会で

感性を磨く。

　関東大会は、８月 20 日に千葉

県松戸市にある聖徳大学で開催さ

れる。関東大会は、今後の作品づ

くりにつながる経験となる。

「青」テーマに短歌で

ラグビー部

　５月 30 日、関東高等学校合同

チーム大会に参加。結果は、１

回戦に第２シードの群馬県と対戦

し 19 − 14、続いて栃木県に 45 −

０快勝し、B ブロック優勝を果た

した。本校から選手６名とセーフ

ティーアシスタント１名の計７名

が神奈川県選抜として参加した。

快進撃でブロック優勝

男子ソフトボール部

　昨年 11 月に、埼玉県で行われ

た全国私学男子ソフトボール大会

関東地区予選を勝ち抜き、全国大

会への出場権を獲得した。しかし、

新型コロナウイルスに関する対応

として、残念ながら全国大会は、

中止となった。

全国への想いを胸に

陸上部

　５月の県高校総体男子やり投げ

に出場した葛西健斗 ( ３年 ) さん

が、５投目にこれまでの自己記録

を約７メートル伸ばし、52 ｍ 54

㎝を投げ、第５位に入賞し、南関

東大会出場を決めた。南関東大会

は神奈川県川崎市にある等々力陸

上競技場で行われた。

やり投げで南関東へ！

レスリング部

　昨年 11 月 15 日に県新人戦が行

われた。１年生の勝又健太郎さん

が出場した 92kg 級で第３位にな

り、今年２月に埼玉県熊谷市で行

われる関東選抜大会出場を決めた

が、コロナ感染対策のため、関東

選抜は中止となった。

新人戦を制し関東へ

水泳部　　

　水泳部は、６月 25 日～ 27 日に

さがみはらグリーンプールにて県

高校総体が開催された。３年生の

大山美帆さんが女子 100 ｍ背泳ぎ

（第５位）、同じく３年生の佐藤珠

弥さんが 800 ｍ自由形（第６位）

に入賞し、関東大会への出場を決

めた。関東大会は７月 21、22 日

に栃木県の日環アリーナで開催さ

れる。この大会の結果で全国大会

への出場が決まる。

２種目が関東へ！

バレーボール部（男子）

　５月８・９日に行われた関東大

会県予選において、バレーボール

部（男子）が第５位となり、５年

ぶり 15 回目の関東大会出場を決

めた。６月３日、埼玉県で行われ

た関東大会では、１回戦を船橋二

和２−０で快勝し、続く２回戦で

は駿台学園０−２で惜敗した。

５年ぶりの関東大会！

チアダンス部

　今年１月「全国高校ダンスドリ

ル冬季大会」で９位、翌月「USA 

Regionals 2021 神奈川予選」を

通過し、３月幕張メッセで開催予

定の「USA Nationals 2021」の出

場権を獲得。大会は、動画提出形

式になり、第 10 位となった。

より高度な技術に挑戦

関東大会出場！関東の場で KOJO パワー全開！！

ご支援をいただいたクラブの結果

　放送部の白井菜々香さん（２

年）は昨年の秋の県予選会（ア

ナウンス部門）で第２位に入賞

し、全国の切符を手にした。昨

年度の高知大会は惜しくも出場

権を失った放送部は、この和歌

山大会出場に１年かけて活動し

てきただけに、喜びはひとしお。

今年の全国大会は、８月４日、

５日。会場は、かつらぎ総合文

化会館でアナウンス部門の他、

３つの部門が審査される。

　また、今年６月の第 68 回

NHK 杯全国高校放送コンテスト

神奈川県内大会で校内放送研究

発表会部門で第２位となり 18

年連続の全国大会出場を決め

た。今年度の NHK 全国大会は感

染予防策としてオンラインでの

参加となる。

放送部 　全総文祭アナウンス部門でリベンジ！ NHK 大会 18 年連続全国へ

和歌山大会に出品する書道部の作品

わかやま総文に出場する白井さん

（中央）と NHK 杯全国出場を決めた

放送部員

力を合わせて力を合わせて
頑張りました頑張りました

最新号のこゆるぎ新聞

こ　ゆ　る　ぎ

２０２１年７月１８日

第２２１号（4）

編
集
後
記

　今
号
は
、
１
面
に
リ
ク
ル
ー

ト
自
習
室
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　２
、３
面
に
は
、
向
上
生
の

財
布
や
お
小
遣
い
事
情
の
特
集

を
組
み
ま
し
た
。
お
金
の
使
い

方
な
ど
は
、
将
来
の
参
考
に
な

る
も
の
ば
か
り
で
す
。（
松
本
）

で
は
、市
大
会
優
勝
を
果
た
し
た
。

　中
学
入
学
後
も
外
部
チ
ー
ム
に

所
属
し
、
元
々
や
り
た
か
っ
た
投

手
へ
変
更
。
３
年
次
の
春
・
夏
の

大
会
で
は
見
事
優
勝
に
導
い
た
。

習
を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
。
平
田
隆
康
先
生
と
話
し

た
こ
と
で
、
入
部
を
決
意
し
た

と
い
う
。

　す
る
と
、
す
ぐ
に
頭
角
を
現

し
て
、
１
年
の
秋
に
は
ベ
ン
チ

入
り
を
果
た
し
、
投
手
と
し
て

初
登
板
。
こ
の
試
合
で
見
事
勝

利
を
収
め
た
。
自
粛
期
間
を
乗

り
越
え
、３
年
春
の
大
会
で
は
、

エ
ー
ス
と
し
て
出
場
し
、
ベ
ス

ト
８
に
輝
い
た
。

　様
々
な
球
種
を
生
か
し
た

ピ
ッ
チ
ン
グ
で
チ
ー
ム
を
支
え

て
き
た
猿
山
君
は
、「
日
本
一

を
目
指
し
て
投
げ
切
り
ま
す
」

と
夏
の
大
会
に
か
け
る
想
い
を

語
っ
た
。

猿山 広輝猿山 広輝君君

ヒーローを探せ
ヒーローを探せ

頭
角
現
わ
し
１
年
次
か
ら
ベ
ン
チ
へ

頭
角
現
わ
し
１
年
次
か
ら
ベ
ン
チ
へ  

目
指
す
は
日
本
一

目
指
す
は
日
本
一

出身中学校出身中学校
　町田市立つくし野中学校
　町田市立つくし野中学校誕生日　誕生日　

　６月 25 日　６月 25 日好きな色 　赤
好きな色 　赤趣味　　　 趣味　　　 　野球（観戦）

　野球（観戦）好きなタレント　
好きなタレント　　出川哲朗　出川哲朗

好きな教科　体育
好きな教科　体育苦手な教科　数学
苦手な教科　数学好きな食べ物　焼肉
好きな食べ物　焼肉

ＤＡＴＡＤＡＴＡ

女
ソ
フ
因
縁
下
し
４
強
入
り

　女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、
５

月
30
日
、
６
月
12
日
、
13
日
に
行

わ
れ
た
イ
ン
ハ
イ
県
予
選
で
、
ベ

ス
ト
４
を
決
め
た
。

　準
々
決
勝
で
は
、
負
け
が
続
い

て
い
る
因
縁
の
横
須
賀
総
合
高
が

相
手
。
初
回
に
打
線
が
繋
が
り

チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
て
５
点
を

獲
得
。
勢
い
そ
の
ま
ま
に
、
６
ー

２
で
勝
利
し
た
。
続
く
準
決
勝
で

は
、
強
豪
・
厚
木
商
業
高
を
相
手

４
団
体
が
ベ
ス
ト
16
に

　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
、
６
月
13

日
と
20
日
に
行
わ
れ
た
第
59
回
イ

ン
ハ
イ
県
予
選
で
、
男
女
と
も
に

ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し
た
。
女

子
が
ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し
た

の
は
、
19
年
ぶ
り
の
こ
と
で
、
こ

の
結
果
、
９
月
に
行
わ
れ
る
秋
季

毎
日
の
練
習
に
余
念
が
な
い
羽
山
さ
ん
（
書
道
部
）

毎
日
の
練
習
に
余
念
が
な
い
羽
山
さ
ん
（
書
道
部
）

様
々
な
球
種
を
生
か
し
て

様
々
な
球
種
を
生
か
し
て

　本
校
に
入
学
し
た
の
は
、
親
戚

に
勧
め
ら
れ
て
硬
式
野
球
部
の
練

文化の祭典 華ひらけ向上魂
文化の祭典 華ひらけ向上魂

わかやま総文　本校からは３クラブが

わかやま総文　本校からは３クラブが

　昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
高
総
文
祭
）
で
、

好
成
績
を
残
し
た
放
送
部
、
書
道
部
、
新
聞
委
員
会
が
、
今
年
夏
に

和
歌
山
県
で
行
わ
れ
る
第
45
回
全
国
高
総
文
祭
（
紀
の
国
わ
か
や
ま

総
文
）
に
出
場
す
る
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
と
と
も
に
交
流
を

行
う
ほ
か
、
出
品
作
品
の
審
査
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

POEM

アスファルト駆ける
アスファルト駆ける　　　２人分のシルエット
　　　２人分のシルエットポニーテールと
ポニーテールと　　　テンションは高めで
　　　テンションは高めで相槌欲しさに
相槌欲しさに　　　つい喋ってばかりだよ

　　　つい喋ってばかりだよ麦わら帽子を被り直す
麦わら帽子を被り直す　　　フリをして
　　　フリをして夏空の下で夏空の下で　　　光のシャワーを浴びた

　　　光のシャワーを浴びた少し焼けた君に向ける
少し焼けた君に向ける　　　摂氏100度の
　　　摂氏100度の　　　思い込めた熱い視線
　　　思い込めた熱い視線真っ直ぐ前だけを
真っ直ぐ前だけを　　　見つめる君には
　　　見つめる君には　　　届かないみたい
　　　届かないみたい
肩ごしに君を感じて
肩ごしに君を感じて　　　上がる体温
　　　上がる体温じわじわ溶けちゃいそうだ
じわじわ溶けちゃいそうだ反則気味のこの距離に
反則気味のこの距離に　　　言い訳が欲しいよ
　　　言い訳が欲しいよ

「君との夏」
「君との夏」

こんにちは！　今回私が紹介するのは、坂口安吾の『不連続殺人事件』です。この小説は戦後間もない 1947 年に『日本小説』という雑誌に掲載されていたものです。安吾初の推理小説で、連載時には読者に向けて真犯人当ての挑戦状が載っていました。トリックに自信があったのか、なんと自腹で懸賞金を出していました。ちなみに懸賞金の結果は最終回で発表され、４人が完全解答を出しました。この作品はファンの間だけではなく、松本清張などにも高く評価されています。その魅力は人間関係を使ったトリックにあります。　この物語は、名探偵巨勢博士がある財閥の息子から邸に招待されることから始まります。しかし、招待状

は偽物で、まず１人の作家が刺殺されてしまいます。その邸の人々の間には元恋人や元夫婦など乱れた関係があり、互いに憎しみ合っているという状況でした。その後次々と８人が刺殺、絞殺、毒殺、墜死で殺されてしまいます。殺害方法はバラバラで、なぜ殺されたのか一貫した動機が見えません。これが「不連続殺人事件」と呼ばれた理由です。犯人はおろか、殺されるのが誰かもわからないのがこの作品の魅力です。ぜひ、最後まで読んで事件の真相を確かめてみてください。　ご清聴ありがとうございました。

異なる殺害方法で次々と殺される…そのトリックとは？

異なる殺害方法で次々と殺される…そのトリックとは？

「不連続殺人事件」
「不連続殺人事件」坂口安吾／著 新潮社出版

坂口安吾／著 新潮社出版

　今号では、図書委員の會澤さとみさん（Ｔ２ー２）に書評をお願いした。

男ソフ インハイ予選で準優勝
男ソフ インハイ予選で準優勝リベンジ果たせた大会に

リベンジ果たせた大会に

大
会
の
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
た
。

　ま
た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、

６
月
13
日
に
行
わ
れ
た
第
72
回
イ

ン
ハ
イ
県
予
選
の
女
子
学
校
対
抗

で
ベ
ス
ト
16
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
女
子
）
も
関
東
大
会
に
引
き
続

き
団
体
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
を

そ
れ
ぞ
れ
残
し
た
。

　上
位
大
会
に
は
繋
が
ら
な
か
っ

た
が
、
ど
の
ク
ラ
ブ
で
も
全
力
を

出
し
切
っ
た
試
合
と
な
っ
た
。

２回戦 奥秋優月さん（Ｓ３ー５）の決定打

KOJOKOJO  SPORTS & CULTURES
SPORTS & CULTURES

イ
ン
ハ
イ
予
選
お
疲
れ
様

イ
ン
ハ
イ
予
選
お
疲
れ
様

制作者：古賀雪乃さん（Ｓ１ー２）

制作者：古賀雪乃さん（Ｓ１ー２）

　男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
６
月
13

日
、
20
日
に
行
わ
れ
た
イ
ン
ハ
イ
県
予

選
で
、
見
事
準
優
勝
に
輝
い
た
。

　２
回
戦
よ
り
出
場
と
な
っ
た
本
校

は
、
横
須
賀
学
院
高
を
相
手
に
、
２
回

裏
、
飛
鳥
井
大
翔
君
（
Ｓ
２
ー
１
）
の

ラ
イ
ト
前
タ
イ
ム
リ
ー
で
先
制
点
を
奪

う
と
、
４
回
裏
、
片
岡
諒
君
（
Ｓ
３
ー

２
）
と
田
口
大
雅
君
（
Ｓ
３
ー
１
）
の

連
続
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
後
押
し
を
し

て
４
ー
２
で
快
勝
。

　続
く
準
決
勝
で
は
昨
年
の
夏
、
今
年

の
国
民
大
会
と
２
連
敗
し
て
い
る
因
縁

の
相
手
で
あ
る
山
北
高
と
の
対
戦
。
初

回
、
田
口
君
の
ツ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン

な
ど
で
一
挙
４
得
点
を
上
げ
て
勢
い
に

乗
っ
た
本
校
は
、
２
回
で
も
梶
川
健
太

君
（
Ｓ
３
ー
５
）
の
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン

で
突
き
放
し
た
。
守
備
で
は
、
吉
澤
卓

真
君
（
Ｓ
２
ー
１
）
の
好
投
で
相
手
打

線
を
抑
え
、
７
ー
４
で
リ
ベ
ン
ジ
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
決
勝
で

は
連
敗
中
の
光
明
学
園
相
模
原
高
に

０
ー
24
で
大
敗
し
て
し
ま
っ
た
。

　大
会
を
振
り
返
っ
て
、
田
口
君
は
、

「
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
感
じ
ら
れ

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
と
一
歩
の

と
こ
ろ
で
負
け
て
し
ま
う
よ
う
な
相
手

と
接
戦
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
チ
ー
ム
全
体
で
気
を
引
き
締
め
る

こ
と
が
で
き
た
お
か
げ
で
す
」
と
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

（面責任者　谷川）

に
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
も
の
の
、

惜
し
く
も
０
ー
１
で
敗
退
し
た
。

Ｃを選んだあなたは「お金があればあるだけ使ってしまうタイプ」。「今しか買えない」という考えがあるかもしれません。そうやってお金を使っていると大切な時に困るかも。

　今号では、「日本一」を目標に
掲げ、夏の大会でチームを牽引する硬式野球部エースの猿山広

輝君（Ｂ３ー３）を紹介する。
　猿
山
君
が
野
球
を
始
め
た
の
は

小
学
４
年
生
の
と
き
。
友
人
の
誘

い
で
、
町
田
市
の
少
年
野
球
チ
ー

ム
に
所
属
し
た
。
他
よ
り
も
始
め

た
の
が
遅
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

毎
日
公
園
で
自
主
練
習
を
し
て
い

た
努
力
家
。
そ
の
結
果
、
秋
に
は

レ
ギ
ュ
ラ
ー
（
左
翼
手
）
と
し
て

試
合
に
出
場
し
、
６
年
生
の
大
会

賞状を手にガッツポーズで
賞状を手にガッツポーズで

　
　紀
の
国
わ
か
や
ま
総
文
が
、

「
届
け
よ
う
和
の
心 

若
葉
が
奏
で

る
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、

31
日
か
ら
８
月
６
日
の
七
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
、本
校
か
ら
は
、

放
送
部
、
書
道
部
、
新
聞
委
員
会

の
３
団
体
が
出
場
す
る
。

　放
送
部
か
ら
は
、
白
井
菜
々
香

さ
ん
（
Ｓ
２
ー
１
）
が
ア
ナ
ウ
ン

ス
部
門
で
出
場
。
昨
年
11
月
に
行

わ
れ
た
県
予
選
で
は
、
鎌
倉
市
で

綿
づ
く
り
の
体
験
教
室
を
開
い
て

い
る
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と

め
た
原
稿
を
朗
読
し
、
２
位
で
通

過
。
白
井
さ
ん
は
、「
初
め
て
公

衆
の
前
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
す
る
の

で
緊
張
し
ま
す
が
、
相
手
に
伝
わ

る
よ
う
心
が
け
ま
す
」
と
和
や
か

に
話
し
た
。

　書
道
部
か
ら
は
、
羽
山
和
さ
ん

（
Ｓ
３
ー
２
）
が
出
場
。
昨
年
12

月
に
行
わ
れ
た
高
校
書
道
展
で
教

育
長
賞
（
第
２
席
）
に
輝
い
た
こ

と
で
推
薦
を
受
け
た
。
出
品
作
品

は
「
臨 

徐
三
庚 

天
発
神
讖
碑
」

で
、
文
字
の
か
た
ち
の
正
確
さ
や

迫
力
な
ど
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ

た
。
羽
山
さ
ん
は
、「
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
仲
間
や
作
品
に
刺
激
を

受
け
、
今
後
の
作
品
制
作
に
生
か

し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　新
聞
委
員
会
は
、
全
国
高
等
学

校
年
間
紙
面
審
査
で
上
位
49
校
に

入
賞
し
、
全
国
大
会
へ
出
場
。
こ

こ
で
、
最
優
秀
賞
の
発
表
が
行
わ

れ
る
。
今
回
評
価
さ
れ
る
の
は
、

一
昨
年
の
11
月
か
ら
昨
年
の
10
月

末
ま
で
に
発
行
し
た
す
べ
て
の
新

聞
が
対
象
と
な
る
。

　な
お
放
送
部
は
、
６
月
13
日
に

行
わ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放

送
コ
ン
テ
ス
ト
県
予
選
で
も
、
高

橋
柊
君
（
Ｔ
１
ー
１
）
が
研
究
発

表
部
門
で
２
位
通
過
し
、
26
日
に

行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

こ　ゆ　る　ぎ

２０２１年７月１８日

第２２１号（1）
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100人アンケート
100人アンケート

卵黄・牛乳・砂糖のみで
卵黄・牛乳・砂糖のみで

シリーズ　神奈川発の名物④　アイスクリン

シリーズ　神奈川発の名物④　アイスクリン

次回は最終回……生チョコレート
次回は最終回……生チョコレート

　今
号
で
は
、
横
浜
・
馬
車
道
通
り

が
発
祥
と
さ
れ
る「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」

（
現
在
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
）
を
紹

介
す
る
。

　二
度
に
わ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
派

遣
さ
れ
た
町
田
房
造
が
、
文
明
開
化

の
進
む
明
治
２
年
６
月
、
横
浜
の
馬

車
道
通
り
に
「
氷
水
屋
」
を
開
業
。

卵
黄
・
牛
乳
・
砂
糖
の
み
で
作
ら
れ

た
氷
菓
子
「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」
を
製

造
・
販
売
し
た
こ
と
が
、
日
本
の
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
る
。

　現
在
は
、
当
時
の
作
り
方
で
営
業

し
て
い
る
店
舗
は
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
２
０
０
２
年
に
赤
レ
ン

ガ
倉
庫
内
で
開
業
し
た
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ

Ｉ 

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
で
は
、
当
時
販
売
さ

れ
て
い
た
「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」
の
風

味
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
販
売

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
人
気
の
商

品
は
、
カ
ス
タ
ー
ド
風
味
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
に
モ
ナ
カ
を
か
ぶ
せ
た

「
で
き
た
て
横
濱
馬
車
道
あ
い
す
カ

ス
タ
ー
ド
」
だ
。

　懐
か
し
さ
の
あ
る
カ
ス
タ
ー
ド
の

あ
っ
さ
り
と
し
た
卵
の
風
味
に
加
え

て
、
シ
ャ
リ
ッ
と
し
た
食
感
を
残
す

工
夫
が
施
さ
れ
て
お
り
、
一
口
食
べ

る
ご
と
に
昔
の
雰
囲
気
を
思
い
出
さ

せ
る
。
ま
た
、
モ
ナ
カ
を
ザ
ク
ザ
ク

と
割
り
な
が
ら
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と

一
緒
に
食
べ
る
こ
と
で
、
ワ
ク
ワ
ク

感
を
演
出
す
る
と
と
も
に
食
感
の
違

い
を
楽
し
め
る
こ
と
が
、
子
ど
も
か

風
味
と
食
感
を
生
か
す
工
夫
で
ア
レ
ン
ジ

風
味
と
食
感
を
生
か
す
工
夫
で
ア
レ
ン
ジら

年
配
の
方
ま
で
多
く
の
人
々
に
人

気
な
理
由
で
あ
る
と
い
う
。

　現
在
で
は
、
カ
ス
タ
ー
ド
風
味
の

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
基
本
と
し
な
が

ら
も
、
季
節
に
合
っ
た
新
し
い
フ

レ
ー
バ
ー
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
新
た

な
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　店
長
の
菊
田
祐
司
さ
ん
は
、「
常

に
探
求
心
を
も
ち
、
勉
強
で
も
遊
び

で
も
興
味
の
あ
る
こ
と
は
ど
ん
ど
ん

突
き
詰
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

私
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

昔ならではの風味を残したアイスクリーム

自習室の利用率 500％増に
自習室の利用率 500％増に

KOJO×リクルートの取り組み
KOJO×リクルートの取り組み

　今
年
度
よ
り
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
リ
ク
ル
ー
ト
が
サ
ポ
ー
ト
し

て
展
開
す
る
こ
と
に
伴
い
、
自
習
室
の
運
営
も
同
社
が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

チ
ュ
ー
タ
ー
が
常
駐
し
て
、
生
徒
の
質
問
に
回
答
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
す
る
な
ど
し
た
結
果
、
利
用
率
が
５
０
０
％
も
上
が
っ
て
い
る
。

ト
。
リ
ク
ル
ー
ト
の
用
意
し
た
教

材
を
用
い
て
、
探
究
学
習
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
２
年
生
に
お

い
て
は
、
秋
に
企
業
体
験
な
ど
も

予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　二
つ
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
自

習
室
（
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
）」

の
運
営
。
主
な
変
更
点
は
、
リ
ク

ル
ー
ト
の
研
修
を
受
け
た
ス
タ
ッ

フ
（
チ
ュ
ー
タ
ー
）
が
２
～
３
名

常
駐
し
、
生
徒
の
質
問
対
応
や
学

習
・
進
路
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
学

習
計
画
の
立
て
方
講
座
や
、
英
単

語
の
覚
え
方
講
座
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　Ｇ
Ｗ
明
け
よ
り
本
格
的
な
運
用

が
さ
れ
、
す
で
に
延
べ
５
０
０
０

わからないことはすぐにチューターに聞くことができる自習室

わからないことはすぐにチューターに聞くことができる自習室

　生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
本
校
と
株
式
会

社
リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
以
下
、
リ
ク
ル
ー
ト
）
が
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
学
習
支

援
を
行
っ
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

今
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
た
。

　一
つ
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
サ
ポ
ー

名
以
上
が
利
用
し
て
お
り
、
試
験

前
に
は
一
日
に
２
０
０
名
程
度
の

生
徒
が
来
室
し
て
い
る
。
自
習
室

の
利
用
率
は
、
一
昨
年
と
比
較
し

て
５
０
０
％
に
も
上
る
と
い
う
。

　実
際
に
自
習
室
を
利
用
し
た
生

徒
か
ら
は
、「
質
問
を
し
た
と
き

に
真
摯
に
対
応
し
て
く
れ
て
や
る

気
が
出
た
」
な
ど
の
高
評
価
を
得

て
い
る
。
ま
た
、
チ
ュ
ー
タ
ー
の

相
原
め
い
は
さ
ん
（
昨
年
度
の
本

校
卒
業
生
）は
、「
生
徒
か
ら
の『
わ

か
っ
た
』
の
声
が
励
み
に
な
り
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気

明・浄・直
　１
９
９
０
年
代
以
降
、

よ
く「
若
者
の
活
字
離
れ
」

が
話
題
に
な
る
。し
か
し
、

全
国
学
校
読
書
協
議
会
に

よ
る
調
査
で
は
、
小
・
中

学
生
の
読
書
率
は
上
が
っ

て
お
り
、
高
校
生
で
も
減

少
は
し
て
い
な
い
。で
は
、

こ
の
「
若
者
」
は
誰
を
示

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
▼
そ
れ

は
、
大
学
生
だ
と
い
う
。
全
国
大

学
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の
調
査

に
よ
る
と
、
大
学
生
の
約
半
数
が

本
を
ま
っ
た
く
読
ま
な
い
と
い
う

結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
大
学
生
の
多
忙
さ
が

あ
る
。
▼
各
大
学
で
は
講
義
の
出

欠
席
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
傾

向
に
あ
る
ほ
か
、
生
活
費
な
ど
を

稼
ぐ
た
め
に
と
ア
ル
バ
イ
ト
に
精

を
出
す
人
も
多
い
。
つ
ま
り
、
そ

も
そ
も
読
書
を
す
る
時
間
が
な
い

の
だ
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
活
字

離
れ
を
解
消
で
き
る
の
か
。
▼
そ

れ
に
は
、
新
聞
や
本
を
読
む
習
慣

を
幼
い
時
か
ら
つ
け
て
お
く
べ
き

で
あ
る
、
と
文
部
科
学
省
も
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
。▼
本
校
で
は
、

「
朝
読
書
の
時
間
」
が
設
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し

て
い
る
人
は
全
国
的
に
も
多
い
は

ず
だ
。
せ
っ
か
く
よ
い
経
験
を
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
読
書
な
ど
を

習
慣
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。

　
　
　
　
　
　（
齊
藤
）

「実践的な知識を」
「実践的な知識を」

家庭科にニューフェイス
家庭科にニューフェイス

　松
橋
由
紀
美

先
生（
家
庭
科
）

が
４
月
末
に
体

調
を
崩
さ
れ
て

退
職
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
５

月
よ
り
宮
﨑
怜

海
先
生
が
新
た
に
着
任
さ
れ
た
。

　宮
﨑
先
生
は
大
学
を
卒
業
後
、

専
任
教
諭
（
産
休
を
機
に
非
常
勤

講
師
）
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
県

内
の
中
学
校
や
中
高
一
貫
校
７
～

８
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
。

　本
校
の
印
象
は
、
ク
ラ
ブ
活
動

が
活
発
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

た
と
い
う
。「
実
用
的
な
知

識
を
教
え
て
い
き
た
い
で

す
。
と
も
に
学
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
」と
笑
顔
で
語
っ
た
。

２年生「心の旅」委員長に奥野さん
２年生「心の旅」委員長に奥野さん「沖縄の歴史をともに」
「沖縄の歴史をともに」　奥野夏帆さん（Ｓ ２ー４）が９月 28日から行われる「心の旅」の旅行委員長を務めることが決定した。　奥野さんは、「１年次も旅行委員会に

入っていましたが、新型コロナウイルス
の影響で何もできませんでした。今年こ
そは、何もできないで終わるのではなく、
楽しい思い出をつくっていきたいです。
沖縄の歴史をともに学んでいきましょ
う」と意気込んだ。　なお、今年度のテーマは「かふーし・

やたさ～沖縄を学び絆を深める旅～」に
決定。「かふーし・やたさ」とは、沖縄
弁で「ありがとう」を意味している。

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

　教
室
の
蛍
光
灯
と
黒
板
灯
の
切

り
替
え
工
事
が
、
事
務
局
の
佐
藤

德
実
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
４

日
に
す
べ
て
の
教
室
で
の
作
業
が

完
了
し
た
。
そ
の
結
果
、
黒
板
灯

の
み
を
つ
け
た
り
消
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　こ
れ
に
よ
り
、
見
え
に
く
か
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
た
授

業
が
、
見
や
す
く
な
り
、
目
に
も

優
し
い
環
境
で
授
業
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　今
年
度
１
回
目
の
花
い
っ
ぱ
い

運
動
が
、６
月
13
日
に
行
わ
れ
た
。

　規
律
保
健
委
員
会
の
生
徒
16
名

と
明
和
会
（
保
護
者
の
会
）
の
保

護
者
31
名
が
参
加
し
、
新
た
に
85

個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
計
２
０
０
株

の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ニ
チ
ニ
チ

ソ
ウ
な
ど
が
植
え
ら
れ
、
生
徒
玄

関
前
を
彩
っ
た
。
そ
の
他
に
、
再

生
プ
ラ
ン
タ
ー
と
し
て
27
株
の
花

黒
板
灯
の
操
作
が
別
に

黒
板
灯
の
操
作
が
別
に

今
年
初
の
花
い
っ
ぱ
い

今
年
初
の
花
い
っ
ぱ
い

警
備
員
が
正
式
導
入

警
備
員
が
正
式
導
入

　学
校
内
へ
の
不
審
者
の
侵
入
な

ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
仮
運
用

期
間
を
経
て
、
１
日
よ
り
正
式
に

警
備
員
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
配
置
さ
れ
る
の
は
警
備

室
と
正
門
の
２
ヵ
所
で
、
校
舎
内

の
施
錠
確
認
な
ど
も
担
当
す
る
。

　そ
れ
に
伴
い
、
保
護
者
に
よ
る

車
で
の
送
迎
の
際
は
、
警
備
員
に

よ
る
確
認
や
駐
車
受
付
簿
へ
の
記

入
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

笑顔の宮﨑先生笑顔の宮﨑先生

コ
ロ
ナ
で
全
校
で
の
応
援
に
制
限

コ
ロ
ナ
で
全
校
で
の
応
援
に
制
限

硬
式
野
球
夏
の
大
会

硬
式
野
球
夏
の
大
会  

開
幕
開
幕

　10
日
に
開
幕
し
た
第

１
０
３
回
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
神
奈
川

大
会
。
第
２
シ
ー
ド
を

獲
得
し
て
い
る
本
校
の

初
戦
は
、
13
日
に
大
和

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ

た
。
順
調
に
勝
ち
進
む

と
、
22
日
に
ベ
ス
ト
８

を
か
け
た
５
回
戦
、
24

日
に
準
々
決
勝
、
26
日

に
準
決
勝
、
27
日
に
決

勝
戦
が
控
え
て
い
る
。

な
お
、
今
年
度
は
東
京

五
輪
と
重
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で

の
試
合
は
実
施
さ
れ
ず
、
決
勝
戦

は
保
土
ケ
谷
球
場
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
例
年
は
ス
タ
ン
ド
に
吹

奏
楽
部
や
チ
ア
ダ
ン
ス
部
、
一
般

生
徒
に
よ
る
大
応
援
団
が
結
成
さ

れ
、
選
手
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
き

た
。
ベ
ス
ト
８
以
上
の
試
合
に
は

全
校
生
徒
が
球
場
に
駆
け
つ
け
、

大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

し
か
し
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か

ら
、
吹
奏
楽
部
や
チ
ア
ダ
ン
ス
部

の
演
奏
・
演
技
の
中
止
、
並
び
に

学
校
単
位
で
の
応
援
は
実
施
さ
れ

な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て
の
観
戦
は
で

き
る
が
、
枚
数
に
上
限
が
あ
る
。

委員長の奥野さん
委員長の奥野さん

「こゆるぎ祭」ポスター決定
「こゆるぎ祭」ポスター決定「開放感をイメージして」
「開放感をイメージして」　９月４日、５日の二日間にわたって開催される「こゆるぎ祭」のポスターが決定した。

　今年度のポスターを描いたのは、菊池美 結 さ ん（ Ｂ １ ー３）。応募された計19 点 の な か か ら、広報委員が選別し、さらに全校生徒によるアンケートによって選ばれた。
　菊池さんは、「多くの候補者の中から
選ばれたことがとても嬉しいです。今年
のテーマである『青春謳歌』をイメージ
できるように、開放感を意識して描きま
した」と作品への想いを語った。

制作者の菊池さん
制作者の菊池さん

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー

づ
く
り
を
心
が
け
た
い
で
す
」
と

に
こ
や
か
に
話
し
た
。

が
再
度
植
え
替
え
ら
れ
た
。

　担
当
の
蓮
沼
勉
先
生
は
、「
こ

れ
ま
で
は
廃
棄
し
て
い
た
ま
だ
生

き
て
い
る
花
の
再
生
も
行
い
ま
し

た
。
元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
と
嬉

し
い
で
す
」と
朗
ら
か
に
話
し
た
。

今年度は全校で応援することができない（一昨年の様子）

今年度は全校で応援することができない（一昨年の様子）

炎天下の中で行われた活動
炎天下の中で行われた活動

（面責任者　齊藤）

今
号
の
欄
外
に
は
、
特
集
「
向
上
生
の
お
金
事
情
」
に
ち
な
ん
で
、
金
銭
感
覚
テ
ス
ト
を
掲
載
し
た
。

メモをとっているとき鉛筆の芯が折れました。続きを書きたいあなたはどうしますか。Ａ：誰かに鉛筆を借りる（→２面へ）　Ｂ：鉛筆を削る（→３面へ）　Ｃ：予備を使う（→４面へ）

　リクルートが運営する自習室を利用したことがあるかどうか聞いたところ、73 名の生徒が「ある」と回答。クラブ後も開室しているところに魅力を感じているようだ。　 一 方 で、27 名 は「 な い 」と回答。この結果から、まだ全校生徒には浸透しておらず、リピーターが多いことがわかった。

Ｑ .Ｑ . リクルート自習室を利用
リクルート自習室を利用　したことがありますか？

　したことがありますか？
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ないない
2727
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こ　ゆ　る　ぎ

２０２１年７月１８日

第２２１号（4）

編
集
後
記

　今
号
は
、
１
面
に
リ
ク
ル
ー

ト
自
習
室
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　２
、３
面
に
は
、
向
上
生
の

財
布
や
お
小
遣
い
事
情
の
特
集

を
組
み
ま
し
た
。
お
金
の
使
い

方
な
ど
は
、
将
来
の
参
考
に
な

る
も
の
ば
か
り
で
す
。（
松
本
）

で
は
、市
大
会
優
勝
を
果
た
し
た
。

　中
学
入
学
後
も
外
部
チ
ー
ム
に

所
属
し
、
元
々
や
り
た
か
っ
た
投

手
へ
変
更
。
３
年
次
の
春
・
夏
の

大
会
で
は
見
事
優
勝
に
導
い
た
。

習
を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
。
平
田
隆
康
先
生
と
話
し

た
こ
と
で
、
入
部
を
決
意
し
た

と
い
う
。

　す
る
と
、
す
ぐ
に
頭
角
を
現

し
て
、
１
年
の
秋
に
は
ベ
ン
チ

入
り
を
果
た
し
、
投
手
と
し
て

初
登
板
。
こ
の
試
合
で
見
事
勝

利
を
収
め
た
。
自
粛
期
間
を
乗

り
越
え
、３
年
春
の
大
会
で
は
、

エ
ー
ス
と
し
て
出
場
し
、
ベ
ス

ト
８
に
輝
い
た
。

　様
々
な
球
種
を
生
か
し
た

ピ
ッ
チ
ン
グ
で
チ
ー
ム
を
支
え

て
き
た
猿
山
君
は
、「
日
本
一

を
目
指
し
て
投
げ
切
り
ま
す
」

と
夏
の
大
会
に
か
け
る
想
い
を

語
っ
た
。

猿山 広輝猿山 広輝君君ヒーローを探せ
ヒーローを探せ

頭
角
現
わ
し
１
年
次
か
ら
ベ
ン
チ
へ

頭
角
現
わ
し
１
年
次
か
ら
ベ
ン
チ
へ  

目
指
す
は
日
本
一

目
指
す
は
日
本
一

出身中学校出身中学校

　町田市立つくし野中学校
　町田市立つくし野中学校

誕生日　誕生日　
　６月 25 日　６月 25 日

好きな色 　赤
好きな色 　赤

趣味　　　 趣味　　　 

　野球（観戦）
　野球（観戦）

好きなタレント　
好きなタレント　

　出川哲朗　出川哲朗

好きな教科　体育
好きな教科　体育

苦手な教科　数学
苦手な教科　数学

好きな食べ物　焼肉
好きな食べ物　焼肉

ＤＡＴＡＤＡＴＡ

女
ソ
フ
因
縁
下
し
４
強
入
り

　女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、
５

月
30
日
、
６
月
12
日
、
13
日
に
行

わ
れ
た
イ
ン
ハ
イ
県
予
選
で
、
ベ

ス
ト
４
を
決
め
た
。

　準
々
決
勝
で
は
、
負
け
が
続
い

て
い
る
因
縁
の
横
須
賀
総
合
高
が

相
手
。
初
回
に
打
線
が
繋
が
り

チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
て
５
点
を

獲
得
。
勢
い
そ
の
ま
ま
に
、
６
ー

２
で
勝
利
し
た
。
続
く
準
決
勝
で

は
、
強
豪
・
厚
木
商
業
高
を
相
手 ４

団
体
が
ベ
ス
ト
16
に

　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
、
６
月
13

日
と
20
日
に
行
わ
れ
た
第
59
回
イ

ン
ハ
イ
県
予
選
で
、
男
女
と
も
に

ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し
た
。
女

子
が
ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し
た

の
は
、
19
年
ぶ
り
の
こ
と
で
、
こ

の
結
果
、
９
月
に
行
わ
れ
る
秋
季

毎
日
の
練
習
に
余
念
が
な
い
羽
山
さ
ん
（
書
道
部
）

毎
日
の
練
習
に
余
念
が
な
い
羽
山
さ
ん
（
書
道
部
）

様
々
な
球
種
を
生
か
し
て

様
々
な
球
種
を
生
か
し
て

　本
校
に
入
学
し
た
の
は
、
親
戚

に
勧
め
ら
れ
て
硬
式
野
球
部
の
練

文化の祭典 華ひらけ向上魂
文化の祭典 華ひらけ向上魂わかやま総文

　本校からは
３クラブが

わかやま総文
　本校からは

３クラブが

　
昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
高
総
文
祭
）
で
、

好
成
績
を
残
し
た
放
送
部
、
書
道
部
、
新
聞
委
員
会
が
、
今
年
夏
に

和
歌
山
県
で
行
わ
れ
る
第
45
回
全
国
高
総
文
祭
（
紀
の
国
わ
か
や
ま

総
文
）
に
出
場
す
る
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
と
と
も
に
交
流
を

行
う
ほ
か
、
出
品
作
品
の
審
査
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

POEM

アスファル
ト駆ける

アスファル
ト駆ける

　　　２人
分のシルエ

ット
　　　２人

分のシルエ
ット

ポニーテー
ルと

ポニーテー
ルと

　　　テン
ションは高

めで
　　　テン

ションは高
めで

相槌欲しさ
に

相槌欲しさ
に

　　　つい
喋ってばか

りだよ

　　　つい
喋ってばか

りだよ

麦わら帽子
を被り直す

麦わら帽子
を被り直す

　　　フリ
をして

　　　フリ
をして

夏空の下で夏空の下で
　　　光の

シャワーを
浴びた

　　　光の
シャワーを

浴びた

少し焼けた
君に向ける

少し焼けた
君に向ける

　　　摂氏
100度の

　　　摂氏
100度の

　　　思い
込めた熱い

視線
　　　思い

込めた熱い
視線

真っ直ぐ前
だけを

真っ直ぐ前
だけを

　　　見つ
める君には

　　　見つ
める君には

　　　届か
ないみたい

　　　届か
ないみたい

肩ごしに君
を感じて

肩ごしに君
を感じて

　　　上が
る体温

　　　上が
る体温

じわじわ溶
けちゃいそ

うだ
じわじわ溶

けちゃいそ
うだ

反則気味の
この距離に

反則気味の
この距離に

　　　言い
訳が欲しい

よ
　　　言い

訳が欲しい
よ

「君との夏
」

「君との夏
」

こんにちは！

　今回私が紹介するのは、坂口安吾

の『不連続殺人事件』です。この小

説は戦後間もない 1947 年に『日本

小説』という雑誌に掲載されていた

ものです。安吾初の推理小説で、連

載時には読者に向けて真犯人当ての

挑戦状が載っていました。トリック

に自信があったのか、なんと自腹で

懸賞金を出していました。ちなみに

懸賞金の結果は最終回で発表され、

４人が完全解答を出しました。この

作品はファンの間だけではなく、松

本清張などにも高く評価されていま

す。その魅力は人間関係を使ったト

リックにあります。

　この物語は、名探偵巨勢博士があ

る財閥の息子から邸に招待されるこ

とから始まります。しかし、招待状

は偽物で、まず１人の作家が刺殺さ

れてしまいます。その邸の人々の間

には元恋人や元夫婦など乱れた関係

があり、互いに憎しみ合っていると

いう状況でした。その後次々と８人

が刺殺、絞殺、毒殺、墜死で殺され

てしまいます。殺害方法はバラバラ

で、なぜ殺されたのか一貫した動機

が見えません。これが「不連続殺人

事件」と呼ばれた理由です。犯人は

おろか、殺されるのが誰かもわから

ないのがこの作品の魅力です。ぜひ、

最後まで読んで事件の真相を確かめ

てみてください。

　ご清聴ありがとうございました。

異なる殺害方法で次々と殺される…そのトリックとは？

異なる殺害方法で次々と殺される…そのトリックとは？

「不連続殺
人事件」

「不連続殺
人事件」

坂口安吾／著 新潮社出版
坂口安吾／著 新潮社出版

　今号では、図書委

員の會澤さとみさん

（Ｔ２ー２）に書評

をお願いした。

男ソフ インハイ予選で準優勝
男ソフ インハイ予選で準優勝

リベンジ果たせた大会に
リベンジ果たせた大会に

大
会
の
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
た
。

　ま
た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、

６
月
13
日
に
行
わ
れ
た
第
72
回
イ

ン
ハ
イ
県
予
選
の
女
子
学
校
対
抗

で
ベ
ス
ト
16
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
女
子
）
も
関
東
大
会
に
引
き
続

き
団
体
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
を

そ
れ
ぞ
れ
残
し
た
。

　上
位
大
会
に
は
繋
が
ら
な
か
っ

た
が
、
ど
の
ク
ラ
ブ
で
も
全
力
を

出
し
切
っ
た
試
合
と
な
っ
た
。

２回戦 奥秋優月さん（Ｓ３ー５）の決定打

KOJOKOJO  SPORTS & CULTURES
SPORTS & CULTURES

イ
ン
ハ
イ
予
選
お
疲
れ
様

イ
ン
ハ
イ
予
選
お
疲
れ
様

制作者：古賀
雪乃さん（Ｓ

１ー２）

制作者：古賀
雪乃さん（Ｓ

１ー２）

　男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
６
月
13

日
、
20
日
に
行
わ
れ
た
イ
ン
ハ
イ
県
予

選
で
、
見
事
準
優
勝
に
輝
い
た
。

　２
回
戦
よ
り
出
場
と
な
っ
た
本
校

は
、
横
須
賀
学
院
高
を
相
手
に
、
２
回

裏
、
飛
鳥
井
大
翔
君
（
Ｓ
２
ー
１
）
の

ラ
イ
ト
前
タ
イ
ム
リ
ー
で
先
制
点
を
奪

う
と
、
４
回
裏
、
片
岡
諒
君
（
Ｓ
３
ー

２
）
と
田
口
大
雅
君
（
Ｓ
３
ー
１
）
の 連

続
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
後
押
し
を
し

て
４
ー
２
で
快
勝
。

　続
く
準
決
勝
で
は
昨
年
の
夏
、
今
年

の
国
民
大
会
と
２
連
敗
し
て
い
る
因
縁

の
相
手
で
あ
る
山
北
高
と
の
対
戦
。
初

回
、
田
口
君
の
ツ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン

な
ど
で
一
挙
４
得
点
を
上
げ
て
勢
い
に

乗
っ
た
本
校
は
、
２
回
で
も
梶
川
健
太

君
（
Ｓ
３
ー
５
）
の
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン

で
突
き
放
し
た
。
守
備
で
は
、
吉
澤
卓

真
君
（
Ｓ
２
ー
１
）
の
好
投
で
相
手
打

線
を
抑
え
、
７
ー
４
で
リ
ベ
ン
ジ
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
決
勝
で

は
連
敗
中
の
光
明
学
園
相
模
原
高
に

０
ー
24
で
大
敗
し
て
し
ま
っ
た
。

　大
会
を
振
り
返
っ
て
、
田
口
君
は
、

「
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
感
じ
ら
れ

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
と
一
歩
の

と
こ
ろ
で
負
け
て
し
ま
う
よ
う
な
相
手

と
接
戦
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
チ
ー
ム
全
体
で
気
を
引
き
締
め
る

こ
と
が
で
き
た
お
か
げ
で
す
」
と
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

（面責任者　谷川）

に
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
も
の
の
、

惜
し
く
も
０
ー
１
で
敗
退
し
た
。

Ｃを選んだあなたは「お金があればあるだけ使ってしまうタイプ」。「今しか買えない」という考えがあるかもしれません。そうやってお金を使っていると大切な時に困るかも。

　今号では、「日本一」を目標に

掲げ、夏の大会でチームを牽引

する硬式野球部エースの猿山広

輝君（Ｂ３ー３）を紹介する。

　猿
山
君
が
野
球
を
始
め
た
の
は

小
学
４
年
生
の
と
き
。
友
人
の
誘

い
で
、
町
田
市
の
少
年
野
球
チ
ー

ム
に
所
属
し
た
。
他
よ
り
も
始
め

た
の
が
遅
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

毎
日
公
園
で
自
主
練
習
を
し
て
い

た
努
力
家
。
そ
の
結
果
、
秋
に
は

レ
ギ
ュ
ラ
ー
（
左
翼
手
）
と
し
て

試
合
に
出
場
し
、
６
年
生
の
大
会

賞状を手にガッツポーズで
賞状を手にガッツポーズで

　
　紀
の
国
わ
か
や
ま
総
文
が
、

「
届
け
よ
う
和
の
心 

若
葉
が
奏
で

る
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、

31
日
か
ら
８
月
６
日
の
七
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
、本
校
か
ら
は
、 放

送
部
、
書
道
部
、
新
聞
委
員
会

の
３
団
体
が
出
場
す
る
。

　放
送
部
か
ら
は
、
白
井
菜
々
香

さ
ん
（
Ｓ
２
ー
１
）
が
ア
ナ
ウ
ン

ス
部
門
で
出
場
。
昨
年
11
月
に
行

わ
れ
た
県
予
選
で
は
、
鎌
倉
市
で

綿
づ
く
り
の
体
験
教
室
を
開
い
て

い
る
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と

め
た
原
稿
を
朗
読
し
、
２
位
で
通

過
。
白
井
さ
ん
は
、「
初
め
て
公

衆
の
前
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
す
る
の

で
緊
張
し
ま
す
が
、
相
手
に
伝
わ

る
よ
う
心
が
け
ま
す
」
と
和
や
か

に
話
し
た
。

　書
道
部
か
ら
は
、
羽
山
和
さ
ん

（
Ｓ
３
ー
２
）
が
出
場
。
昨
年
12

月
に
行
わ
れ
た
高
校
書
道
展
で
教

育
長
賞
（
第
２
席
）
に
輝
い
た
こ

と
で
推
薦
を
受
け
た
。
出
品
作
品

は
「
臨 

徐
三
庚 

天
発
神
讖
碑
」

で
、
文
字
の
か
た
ち
の
正
確
さ
や

迫
力
な
ど
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ

た
。
羽
山
さ
ん
は
、「
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
仲
間
や
作
品
に
刺
激
を

受
け
、
今
後
の
作
品
制
作
に
生
か

し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　新
聞
委
員
会
は
、
全
国
高
等
学

校
年
間
紙
面
審
査
で
上
位
49
校
に

入
賞
し
、
全
国
大
会
へ
出
場
。
こ

こ
で
、
最
優
秀
賞
の
発
表
が
行
わ

れ
る
。
今
回
評
価
さ
れ
る
の
は
、

一
昨
年
の
11
月
か
ら
昨
年
の
10
月

末
ま
で
に
発
行
し
た
す
べ
て
の
新

聞
が
対
象
と
な
る
。

　な
お
放
送
部
は
、
６
月
13
日
に

行
わ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放

送
コ
ン
テ
ス
ト
県
予
選
で
も
、
高

橋
柊
君
（
Ｔ
１
ー
１
）
が
研
究
発

表
部
門
で
２
位
通
過
し
、
26
日
に

行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

こ　ゆ　る　ぎ

２０２１年７月１８日
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100人アンケー
ト

100人アンケー
ト

卵黄・牛乳・砂糖のみで
卵黄・牛乳・砂糖のみでシリーズ　神奈

川発の名物④　
アイスクリン

シリーズ　神奈
川発の名物④　

アイスクリン

次回は最終回……生チョコレート
次回は最終回……生チョコレート

　今
号
で
は
、
横
浜
・
馬
車
道
通
り

が
発
祥
と
さ
れ
る「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」

（
現
在
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
）
を
紹

介
す
る
。

　二
度
に
わ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
派

遣
さ
れ
た
町
田
房
造
が
、
文
明
開
化

の
進
む
明
治
２
年
６
月
、
横
浜
の
馬

車
道
通
り
に
「
氷
水
屋
」
を
開
業
。

卵
黄
・
牛
乳
・
砂
糖
の
み
で
作
ら
れ

た
氷
菓
子
「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」
を
製

造
・
販
売
し
た
こ
と
が
、
日
本
の
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
る
。　現

在
は
、
当
時
の
作
り
方
で
営
業

し
て
い
る
店
舗
は
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
２
０
０
２
年
に
赤
レ
ン

ガ
倉
庫
内
で
開
業
し
た
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ

Ｉ 

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
で
は
、
当
時
販
売
さ

れ
て
い
た
「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」
の
風

味
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
販
売

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
人
気
の
商

品
は
、
カ
ス
タ
ー
ド
風
味
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
に
モ
ナ
カ
を
か
ぶ
せ
た

「
で
き
た
て
横
濱
馬
車
道
あ
い
す
カ

ス
タ
ー
ド
」
だ
。

　懐
か
し
さ
の
あ
る
カ
ス
タ
ー
ド
の

あ
っ
さ
り
と
し
た
卵
の
風
味
に
加
え

て
、
シ
ャ
リ
ッ
と
し
た
食
感
を
残
す

工
夫
が
施
さ
れ
て
お
り
、
一
口
食
べ

る
ご
と
に
昔
の
雰
囲
気
を
思
い
出
さ

せ
る
。
ま
た
、
モ
ナ
カ
を
ザ
ク
ザ
ク

と
割
り
な
が
ら
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と

一
緒
に
食
べ
る
こ
と
で
、
ワ
ク
ワ
ク

感
を
演
出
す
る
と
と
も
に
食
感
の
違

い
を
楽
し
め
る
こ
と
が
、
子
ど
も
か

風
味
と
食
感
を
生
か
す
工
夫
で
ア
レ
ン
ジ

風
味
と
食
感
を
生
か
す
工
夫
で
ア
レ
ン
ジ

ら
年
配
の
方
ま
で
多
く
の
人
々
に
人

気
な
理
由
で
あ
る
と
い
う
。

　現
在
で
は
、
カ
ス
タ
ー
ド
風
味
の

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
基
本
と
し
な
が

ら
も
、
季
節
に
合
っ
た
新
し
い
フ

レ
ー
バ
ー
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
新
た

な
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　店
長
の
菊
田
祐
司
さ
ん
は
、「
常

に
探
求
心
を
も
ち
、
勉
強
で
も
遊
び

で
も
興
味
の
あ
る
こ
と
は
ど
ん
ど
ん

突
き
詰
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

私
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

昔ならではの風味
を残したアイスク

リーム

自習室の利用率 500％増に
自習室の利用率 500％増にKOJO×リク

ルートの取り
組み

KOJO×リク
ルートの取り

組み

　今
年
度
よ
り
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
リ
ク
ル
ー
ト
が
サ
ポ
ー
ト
し

て
展
開
す
る
こ
と
に
伴
い
、
自
習
室
の
運
営
も
同
社
が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

チ
ュ
ー
タ
ー
が
常
駐
し
て
、
生
徒
の
質
問
に
回
答
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
す
る
な
ど
し
た
結
果
、
利
用
率
が
５
０
０
％
も
上
が
っ
て
い
る
。

ト
。
リ
ク
ル
ー
ト
の
用
意
し
た
教

材
を
用
い
て
、
探
究
学
習
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
２
年
生
に
お

い
て
は
、
秋
に
企
業
体
験
な
ど
も

予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　二
つ
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
自

習
室
（
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
）」

の
運
営
。
主
な
変
更
点
は
、
リ
ク

ル
ー
ト
の
研
修
を
受
け
た
ス
タ
ッ フ

（
チ
ュ
ー
タ
ー
）
が
２
～
３
名

常
駐
し
、
生
徒
の
質
問
対
応
や
学

習
・
進
路
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
学

習
計
画
の
立
て
方
講
座
や
、
英
単

語
の
覚
え
方
講
座
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　Ｇ
Ｗ
明
け
よ
り
本
格
的
な
運
用

が
さ
れ
、
す
で
に
延
べ
５
０
０
０

わからない
ことはすぐ

にチュータ
ーに聞くこ

とができる
自習室

わからない
ことはすぐ

にチュータ
ーに聞くこ

とができる
自習室

　生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
本
校
と
株
式
会

社
リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
以
下
、
リ
ク
ル
ー
ト
）
が
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
学
習
支

援
を
行
っ
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

今
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
た
。

　一
つ
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
サ
ポ
ー

名
以
上
が
利
用
し
て
お
り
、
試
験

前
に
は
一
日
に
２
０
０
名
程
度
の

生
徒
が
来
室
し
て
い
る
。
自
習
室

の
利
用
率
は
、
一
昨
年
と
比
較
し

て
５
０
０
％
に
も
上
る
と
い
う
。

　実
際
に
自
習
室
を
利
用
し
た
生

徒
か
ら
は
、「
質
問
を
し
た
と
き

に
真
摯
に
対
応
し
て
く
れ
て
や
る

気
が
出
た
」
な
ど
の
高
評
価
を
得

て
い
る
。
ま
た
、
チ
ュ
ー
タ
ー
の

相
原
め
い
は
さ
ん
（
昨
年
度
の
本

校
卒
業
生
）は
、「
生
徒
か
ら
の『
わ

か
っ
た
』
の
声
が
励
み
に
な
り
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気

明・浄・
直
　１
９
９
０
年
代
以
降
、

よ
く「
若
者
の
活
字
離
れ
」

が
話
題
に
な
る
。し
か
し
、

全
国
学
校
読
書
協
議
会
に

よ
る
調
査
で
は
、
小
・
中

学
生
の
読
書
率
は
上
が
っ

て
お
り
、
高
校
生
で
も
減

少
は
し
て
い
な
い
。で
は
、

こ
の
「
若
者
」
は
誰
を
示

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
▼
そ
れ

は
、
大
学
生
だ
と
い
う
。
全
国
大

学
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の
調
査

に
よ
る
と
、
大
学
生
の
約
半
数
が

本
を
ま
っ
た
く
読
ま
な
い
と
い
う

結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
大
学
生
の
多
忙
さ
が

あ
る
。
▼
各
大
学
で
は
講
義
の
出

欠
席
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
傾

向
に
あ
る
ほ
か
、
生
活
費
な
ど
を

稼
ぐ
た
め
に
と
ア
ル
バ
イ
ト
に
精

を
出
す
人
も
多
い
。
つ
ま
り
、
そ

も
そ
も
読
書
を
す
る
時
間
が
な
い

の
だ
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
活
字

離
れ
を
解
消
で
き
る
の
か
。
▼
そ

れ
に
は
、
新
聞
や
本
を
読
む
習
慣

を
幼
い
時
か
ら
つ
け
て
お
く
べ
き

で
あ
る
、
と
文
部
科
学
省
も
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
。▼
本
校
で
は
、

「
朝
読
書
の
時
間
」
が
設
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し

て
い
る
人
は
全
国
的
に
も
多
い
は

ず
だ
。
せ
っ
か
く
よ
い
経
験
を
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
読
書
な
ど
を

習
慣
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。

　
　
　
　
　
　（齊
藤
）

「実践的な知識
を」

「実践的な知識
を」家庭科にニューフェ

イス
家庭科にニューフェ

イス

　松
橋
由
紀
美

先
生（
家
庭
科
）

が
４
月
末
に
体

調
を
崩
さ
れ
て

退
職
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
５

月
よ
り
宮
﨑
怜 海

先
生
が
新
た
に
着
任
さ
れ
た
。

　宮
﨑
先
生
は
大
学
を
卒
業
後
、

専
任
教
諭
（
産
休
を
機
に
非
常
勤

講
師
）
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
県

内
の
中
学
校
や
中
高
一
貫
校
７
～

８
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
。

　本
校
の
印
象
は
、
ク
ラ
ブ
活
動

が
活
発
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

た
と
い
う
。「
実
用
的
な
知

識
を
教
え
て
い
き
た
い
で

す
。
と
も
に
学
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
」と
笑
顔
で
語
っ
た
。

２年生「心の旅」
委員長に奥野さん

２年生「心の旅」
委員長に奥野さん

「沖縄の歴史を
ともに」

「沖縄の歴史を
ともに」

　奥野夏帆さん（Ｓ 

２ー４）が９月 28

日から行われる「心

の旅」の旅行委員長

を務めることが決定

した。

　奥野さんは、「１年次も旅行委員会に

入っていましたが、新型コロナウイルス

の影響で何もできませんでした。今年こ

そは、何もできないで終わるのではなく、

楽しい思い出をつくっていきたいです。

沖縄の歴史をともに学んでいきましょ

う」と意気込んだ。

　なお、今年度のテーマは「かふーし・

やたさ～沖縄を学び絆を深める旅～」に

決定。「かふーし・やたさ」とは、沖縄

弁で「ありがとう」を意味している。

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

　教
室
の
蛍
光
灯
と
黒
板
灯
の
切

り
替
え
工
事
が
、
事
務
局
の
佐
藤

德
実
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
４

日
に
す
べ
て
の
教
室
で
の
作
業
が

完
了
し
た
。
そ
の
結
果
、
黒
板
灯

の
み
を
つ
け
た
り
消
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　こ
れ
に
よ
り
、
見
え
に
く
か
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
た
授

業
が
、
見
や
す
く
な
り
、
目
に
も

優
し
い
環
境
で
授
業
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　今
年
度
１
回
目
の
花
い
っ
ぱ
い

運
動
が
、６
月
13
日
に
行
わ
れ
た
。

　規
律
保
健
委
員
会
の
生
徒
16
名

と
明
和
会
（
保
護
者
の
会
）
の
保

護
者
31
名
が
参
加
し
、
新
た
に
85

個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
計
２
０
０
株

の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ニ
チ
ニ
チ

ソ
ウ
な
ど
が
植
え
ら
れ
、
生
徒
玄

関
前
を
彩
っ
た
。
そ
の
他
に
、
再

生
プ
ラ
ン
タ
ー
と
し
て
27
株
の
花

黒
板
灯
の
操
作
が
別
に

黒
板
灯
の
操
作
が
別
に

今
年
初
の
花
い
っ
ぱ
い

今
年
初
の
花
い
っ
ぱ
い

警
備
員
が
正
式
導
入

警
備
員
が
正
式
導
入

　学
校
内
へ
の
不
審
者
の
侵
入
な

ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
仮
運
用

期
間
を
経
て
、
１
日
よ
り
正
式
に

警
備
員
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
配
置
さ
れ
る
の
は
警
備

室
と
正
門
の
２
ヵ
所
で
、
校
舎
内

の
施
錠
確
認
な
ど
も
担
当
す
る
。

　そ
れ
に
伴
い
、
保
護
者
に
よ
る

車
で
の
送
迎
の
際
は
、
警
備
員
に

よ
る
確
認
や
駐
車
受
付
簿
へ
の
記

入
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

笑顔の宮﨑先生笑顔の宮﨑先生

コ
ロ
ナ
で
全
校
で
の
応
援
に
制
限

コ
ロ
ナ
で
全
校
で
の
応
援
に
制
限

硬
式
野
球
夏
の
大
会

硬
式
野
球
夏
の
大
会  

開
幕
開
幕

　10
日
に
開
幕
し
た
第

１
０
３
回
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
神
奈
川

大
会
。
第
２
シ
ー
ド
を

獲
得
し
て
い
る
本
校
の

初
戦
は
、
13
日
に
大
和

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ

た
。
順
調
に
勝
ち
進
む

と
、
22
日
に
ベ
ス
ト
８

を
か
け
た
５
回
戦
、
24

日
に
準
々
決
勝
、
26
日

に
準
決
勝
、
27
日
に
決

勝
戦
が
控
え
て
い
る
。

な
お
、
今
年
度
は
東
京

五
輪
と
重
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で

の
試
合
は
実
施
さ
れ
ず
、
決
勝
戦

は
保
土
ケ
谷
球
場
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
例
年
は
ス
タ
ン
ド
に
吹

奏
楽
部
や
チ
ア
ダ
ン
ス
部
、
一
般

生
徒
に
よ
る
大
応
援
団
が
結
成
さ

れ
、
選
手
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
き

た
。
ベ
ス
ト
８
以
上
の
試
合
に
は

全
校
生
徒
が
球
場
に
駆
け
つ
け
、

大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

し
か
し
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か

ら
、
吹
奏
楽
部
や
チ
ア
ダ
ン
ス
部

の
演
奏
・
演
技
の
中
止
、
並
び
に

学
校
単
位
で
の
応
援
は
実
施
さ
れ

な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て
の
観
戦
は
で

き
る
が
、
枚
数
に
上
限
が
あ
る
。

委員長の奥野さ
ん

委員長の奥野さ
ん

「こゆるぎ祭」ポ
スター決定

「こゆるぎ祭」ポ
スター決定

「開放感をイメ
ージして」

「開放感をイメ
ージして」

　９月４日、５日の

二日間にわたって開

催される「こゆるぎ

祭」のポスターが決

定した。
　今年度のポスター

を描いたのは、菊池

美 結 さ ん（ Ｂ １ ー

３）。応募された計

19 点 の な か か ら、

広報委員が選別し、

さらに全校生徒によ

るアンケートによっ

て選ばれた。

　菊池さんは、「多くの候補者の中から

選ばれたことがとても嬉しいです。今年

のテーマである『青春謳歌』をイメージ

できるように、開放感を意識して描きま

した」と作品への想いを語った。

制作者の菊池さ
ん

制作者の菊池さ
ん

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー

づ
く
り
を
心
が
け
た
い
で
す
」
と

に
こ
や
か
に
話
し
た
。

が
再
度
植
え
替
え
ら
れ
た
。

　担
当
の
蓮
沼
勉
先
生
は
、「
こ

れ
ま
で
は
廃
棄
し
て
い
た
ま
だ
生

き
て
い
る
花
の
再
生
も
行
い
ま
し

た
。
元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
と
嬉

し
い
で
す
」と
朗
ら
か
に
話
し
た
。

今年度は全校で
応援することが

できない（一昨
年の様子）

今年度は全校で
応援することが

できない（一昨
年の様子）

炎天下の中で
行われた活動

炎天下の中で
行われた活動

（面責任者　齊藤）

今
号
の
欄
外
に
は
、
特
集
「
向
上
生
の
お
金
事
情
」
に
ち
な
ん
で
、
金
銭
感
覚
テ
ス
ト
を
掲
載
し
た
。

メモをとっているとき鉛筆の芯が折れました。続きを書きたいあなたはどうしますか。Ａ：誰かに鉛筆を借りる（→２面へ）　Ｂ：鉛筆を削る（→３面へ）　Ｃ：予備を使う（→４面へ）

　リクルートが運営する自習

室を利用したことがあるかど

うか聞いたところ、73 名の

生徒が「ある」と回答。クラ

ブ後も開室しているところに

魅力を感じているようだ。

　 一 方 で、27 名 は「 な い 」

と回答。この結果から、まだ

全校生徒には浸透しておら

ず、リピーターが多いことが

わかった。

Ｑ .Ｑ . リクルー
ト自習室を

利用
リクルート

自習室を利
用

　したことが
ありますか？

　したことが
ありますか？
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創部初　平田・岩田ペア関東へ！創部初　平田・岩田ペア関東へ！

臥薪嘗胆に応援を臥薪嘗胆に応援を
会長　八巻達也会長　八巻達也

「継続」してきたことを大切に「継続」してきたことを大切に
校長　直理賀一校長　直理賀一

　今年度 540
名の新入生が、
入学しました。
１年生のクラブ
加入率は83％、
全体でも 81％
と学習とクラブの両立をする生
徒が増え、今まで以上に活気が
あります。全国・関東大会が行
われる事でモチベーションも上
がり、「結果」を求めたくなり
ますが、大切なことは続けてき
た事を評価して（＝褒めて）あ
げることです。
　皆様のご支援は、生徒の「大
きな力」になっています。今年
度も、よろしくお願い致します。

　発行：向上高等学校後援会
発行日：2021 年 7月 16日
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編集後記
　昨年度は新型コロナウイルスに関する対応として
各大会やコンテストなどが相次いで中止となり、満

足のいく活動が出来ませんでした。コロナウイルス
の終息を祈りつつ、生徒たちの活躍を願っています。

令
和
三
年
度
役
員

令
和
三
年
度
役
員

40 40

後援会とは後援会とは
　「在校生の保護者」、「卒業生」及び
「元保護者」「向上高校教職員」を会員
として、向上高等学校におけるクラブ
活動の充実発展のため、皆様から寄せ
られた協力金で、その活動を奨励、支
援するための組織です。
　協力金は、新入生の保護者より１万

円の拠出を得ると共に、会員の皆様か
ら一口 3,000 円の協力金を募り事業
資金とします。主な事業は、関東大会
や全国大会に出場するクラブの援助で
す。
　皆様一人ひとりが、本会の会員です。
何とぞ主旨をご理解の上、ご協力のほ
どよろしくお願いいたします。

WHAT?WHAT?
（向上高等学校後援会規程抜粋）
会　長 八巻 達也（卒業生）
副会長 横山 栄子（卒業生）
副会長 大石 視朗（保護者）
副会長 水谷 正公（教頭）
書　記 森田 武志（元保護者）
書　記 石井 　崇（教職員）
会　計 田中 　修（元保護者）
会　計 竹田 亮介（教職員）
監　事 武　 克之（元保護者）
監　事 武田 俊彦（教職員）
参　与 山口 高史（元保護者）
参　与 能條 恵子（元保護者）
顧　問 直理 賀一（校長）

後援会会計報告

いただいたご支援 有効に

（4）

　昨年度も皆様方からのあ
たたかいご支援、ご協力を
いただきありがとうござい
ました。
　未だ続くコロナ禍で、感
染対策を講じながら、熱心
に活動している生徒たちの
ために、クラブ活動をバッ
クアップしていきたいと考
えております。
　今年度の後援会運営委員
総会は、感染予防策を講じ
て、開催いたしました。
　ここに、承認された令和
２年度決算、令和３年度予
算をご報告いたします。

（役員一同）

協力金をいただいた企業様協力金をいただいた企業様

㈱ミヤダイ中央社
n.g.s ナガセ
㈲湘南マット

　　　　　　　敬称略・順不同

ありがとうございますありがとうございます

WEBページ開設 !WEBページ開設 !

　日頃より後援
会にご協力いた
だき、ありがと
うございます。
　今年度もコロ
ナの影響を受

け、クラブ活動の多くの機会は、
中止・縮小や応援などに制限が
されています。生徒はコロナ禍
の今だからこそできることを真
剣に考え工夫し、それを実行す
ることで、様々な大会で素晴ら
しい成果を上げています。後援
会はクラブ活動の生徒たちに寄
り添った支援をしてまいりま
す。皆様のご理解とご支援をよ
ろしくお願いいたします。　　

１. 収入の部 （単位 ：円）

科　　目 令和２年度予算 令和２年度決算 令和３年度予算 備考

前年度繰越金 6,238,632 6,238,632 11,007,983

協力金　１ 4,680,000 4,680,000 5,400,000 新入生 540 名

協力金　２ 800,000 478,661 800,000 一般協力金

利息 70 62 80

大会補助金 140,000 0 140,000

合計 11,858,702 11,397,355 17,348,063

２. 支出の部 （単位 ：円）

科　　目 令和２年度予算 令和２年度決算 令和３年度予算 備考

生徒後援費 6,000,000 440 6,000,000

通信費 60,000 44,795 60,000 会報発送費等

雑費 250,000 51,639 250,000 お花代、会議費等

印刷費 280,000 286,498 300,000 「がんばれ向上」印刷費等

委託費 500,000 0 500,000 協力金決済フォーム作成等

交通費 60,000 6,000 60,000 役員交通費

小計 7,150,000 389,372 7,170,000

繰越金 4,708,702 11,007,983 10,178,063

合計 11,858,702 11,397,355 17,348,063

　向上高等学校ホームページに後援
会のページを開設いたしました。会
報とともにお楽しみください。

後援会のページはこちら後援会のページはこちら
https://www.kojo.
ac.jp/supporters_
main/

　　ソフトテニス部（女子）の平田美鈴（２年）さん、岩田瑠愛（２年）さんペアは、４月 24・25日の県大会（個ソフトテニス部（女子）の平田美鈴（２年）さん、岩田瑠愛（２年）さんペアは、４月 24・25日の県大会（個
人の部）にて、ベスト 16位になり関東高等学校ソフトテニス大会の出場を決めた。同時に関東ソフトテニス選人の部）にて、ベスト 16位になり関東高等学校ソフトテニス大会の出場を決めた。同時に関東ソフトテニス選
手権大会（一般）の出場権も獲得。創部初の関東出場に歓喜するソフトテニス女子部員たち。今後の活躍も期待手権大会（一般）の出場権も獲得。創部初の関東出場に歓喜するソフトテニス女子部員たち。今後の活躍も期待
される。される。
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